
笑
顔
で
伸
ば
し
た
手
の
先
に

咲
き
誇
る
、
明
る
い
未
来

花と緑と水のまち
宮崎県 三股町

PublicRelations MIMATA town広報
♥形のまちのハートフルな広報紙
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4 町職員人事異動情報をお知らせします…8　平成27年度 「三股町教育研究所閉所式」
および「三股町小・中学校教育研究論文表彰式」を開催しました…9　まちの話題…12

…………2

まちなかでドラマに出会える３日間
2016MachiDra!みまた演劇フェスティバル

５月27日［金］・28日［土］・29日［日］

〜１年間のお金の使い方が決まりました〜
平成28年度当初予算

 TwilightTrombone   QuartetCONCERT

Nextage

■日時／5月7日［土］ 午後７時00分開演（開場は30分前）
■料金／一般…1,000円（当日同料金）・ 大学生以下…500円（当日同料金）

ペア…1,500円（前売のみ）・未就学児…無料
※全席自由　※電話予約可
※WEB予約可(三股町立文化会館WEBサイト)

■チケット販売開始／３月24日（木）
■出演／ Twilight Trombone Quartet

（今村岳志・東川暁洋・廣田純一・佐藤敬一朗）
■主催／三股町・三股町教育委員会　

トワイライト トロンボーン カルテット
4th Album 『Nextage』発売記念ツアー 2016 《三股公演》

遠足気分で特設劇場巡り
三股でドラマを満喫ください！
2012年に始まった「まちドラ！」。
2016年は５月27 ～ 29日の開催が決定！まちなかの
特設劇場を舞台にドラマ（演劇）があふれ出ます。
詳細は〈ＷＥＢサイト〉で。
①ヨムドラ！［読むドラマ］

2015年文化会館戯曲講座で生まれた短編６本を ｢公
募で集まった町民×九州の新鋭演出家｣｢九州屈指の
劇団｣ が ｢朗読劇（リーディング）｣ にて上演。会場は
まちなかの建物を利用した特設劇場です。劇場間を歩
いてお楽しみください。

②カクドラ！［書くドラマ］
90分でドラマ（演劇台本）が書ける体験講座。書き上
げた作品は、まちドラ！期間中、俳優たちがリーディ
ングで披露してくれるというぜいたくな特典付。（無
料・事前申込が必要です。三股町立文化会館まで。）

③ミルドラ！［観るドラマ］
わが町の劇場・文化会館では優れた演劇作品を上演。
今年は、熊本を拠点に全国で活躍する「不思議少年」
による、オリジナル短編＋2015年文化会館戯曲講座
で生まれた2作品のオムニバス作品です。

④「まちCafé ！」そして
　 「歌ったり踊ったりのSTAGE ！」

観劇の合間にちょっと一息、くつろぎの空間。
どうぞお気軽に！

■
発

行
・

編
集

：
三

股
町

 企
画

政
策

課
TEL：

0986（
52）1114

　
FA

X
：

0986（
52）4944

〒
8

8
9︲19

9
5

 宮
崎

県
北

諸
県

郡
三

股
町

五
本

松
１︲１

三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　http://www.town.mimata.lg.jp/bunka/ ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。
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住
み
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
の
大
切
な「
予
算
」

本
町
の
平
成
28
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま

し
た
︒予
算
と
は
︑１
年
間
の
収
入
と
支
出

の
見
積
も
り
の
こ
と
で
す
︒﹁
一
般
会
計
﹂

は
生
活
全
般
に
関
す
る
施
策
を
経
理
す
る

会
計
で
︑﹁
特
別
会
計
﹂
は
公
共
下
水
道
事

業
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
特
定
事
業
を

経
理
す
る
会
計
で
す
︒予
算
編
成
で
は
︑﹁

自
立
と
協
働
で
創
る
元
気
な
ま
ち
三
股
﹂

を
目
指
し
︑
ま
ち
の
特
性
を
生
か
し
て
将

来
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
予
算
と
な
る

よ
う
︑
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
︑
活
気
を
生
み
出
す
た
め
の
町
独

自
の
事
業
に
加
え
︑
国
の
政
策
も
織
り
込

ん
だ
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

本
年
度
予
算
は
93
億
円
と
な
り
︑
昨
年

度
に
比
べ
て
約
６
０
０
０
万
円
増
加
し
ま

し
た
︒
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
︑
町
税

な
ど
の
自
主
財
源
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
︒ま
た
︑歳
出
と
し
て
は
住
民
福
祉
の
経

費
で
あ
る
扶
助
費
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
︒

こ
の
よ
う
に
︑
町
は
税
収
や
補
助
金
な
ど

に
よ
る
収
入
を
確
保
し
︑
町
民
の
皆
さ
ん

が
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
︑
計
画
的
に

お
金
を
使
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
︒

今
後
も
︑
人
口
増
加
の
た
め
の
施
策
や

将
来
の
た
め
の
貯
金
︵
基
金
︶
な
ど
を
行

い
︑
ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
︒

平成28年度当初予算

本
年
度
の
重
点
項
目 

（
抜
粋
）

三
股
町
長 

木
佐
貫 

辰
生

町
長
就
任
６
年
目
に
当
た
り
ま
す
が
、
こ

の
間
、
多
く
の
先
人
た
ち
が
築
い
て
こ
ら
れ

た
伝
統
あ
る
自
然
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
三
股

町
」
の
町
政
を
担
う
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
、
常
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。今
年
は
、
昨
年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た

「
三
股
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
具
体
的
な
事
業
の
推
進
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
総
合
戦
略
以
外
の
重

点
課
題
と
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
防

災
、
減
災
対
策
の
充
実
」
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
第

５
次
三
股
町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ

る
町
の
将
来
像
「
自
立
と
協
働
で
創
る
元
気

な
ま
ち　

三
股
」
の
実
現
の
た
め
に
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し
て
、

●�

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
、快
適
に
暮
ら
せ

る
定
住
の
ま
ち
づ
く
り

●�

歴
史
と
伝
統
を
尊
び
、豊
か
な
人
間
性
を

育
む
文
教
の
ま
ち
づ
く
り

●�

や
さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
る
健

康・福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●�
活
力
あ
る
未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い
産
業

の
ま
ち
づ
く
り

●�

人
々
の
英
知
で
支
え
る
自
主
自
立
の
ま
ち

づ
く
り

の
五
つ
を
掲
げ
、
環
境
整
備
や
教
育
の
推

進
、
福
祉
の
充
実
や
産
業
の
振
興
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続

き
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
町
の
公
式
サ
イ
ト
、
ふ
る
さ
と
納
税
特

設
サ
イ
ト
、
移
住
・
定
住
特
設
サ
イ
ト
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
通
し
て
全
国
に
三
股
の

情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
納

税
」
を
通
じ
て
町
の
応
援
団
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
27
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
６
次
三
股
町

行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
一
層
の
改
革
改

善
と
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、

女
性
職
員
の
管
理
職
へ
の
登
用
も
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
と
し
て
、
今
後
も
身
の
丈
に
あ
っ
た

行
財
政
運
営
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
町
民

の
目
線
、
感
覚
で
町
民
参
加
の
も
と
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
の
交
流
、
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、

積
極
的
（
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
）
に
活
力
と
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
町
民
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●平成28年度　会計別予算額
会計名 予算額 前年比（％）

一般会計 93億0,000万円 ⬆ 0.6％
特別会計 64億2,368万円 ⬆ 1.1％

国民健康保険事業 34億9,873万円 ⬇ △ 0.1％
後期高齢者医療保険事業 2億4,305万円 ⬆ 2.1％
梶山地区農業集落排水事業 4,728万円 ⬇ △ 2.4％
宮村南部地区農業集落排水事業 3,704万円 ⬇ △ 3.2％
公共下水道事業 4億2,587万円 ⬇ △ 3.5％
介護保険事業 21億5,764万円 ⬆ 4.2％
介護保険サービス事業 1,407万円 ⬆ 5.5％

企業会計（収益的収入） 4億2,007万円 ⬇ △ 1.5％
水道事業 4億2,007万円 ⬇ △ 1.5％

合　計 161億4.375万円 ⬆ 0.8％
※平成27年度総計…160億2,042万円

【用語説明】
◦義務的経費…制度的に支出が義務付けられている経費。　
　・人件費……職員給与、議員・非常勤職員報酬など。
　・扶助費……�高齢者、児童、障害者などに対して行う支援

のための経費。
　・公債費……町の借金などを返還する経費。
◦経常的経費…毎年度持続して固定的に支出される経費。
　・物件費……賃金、旅費、交際費、需用費などの経費。
　・繰出金……�一般会計、特別会計、基金の間で、相互に資

金運用をするための経費。
　・補助費等…�町からほかの団体などに対して支払う経費で、

報償費（講師謝金など）、役務費（保険料など）、
補助金などが該当。

◦投資的経費…�各種社会資本整備など支出の効果が長期にわ
たる経費。

３月に行われた町定例議会で、本年度１年間（４月〜平成29年３月）のお金の使い方が決まりました。
町は昨年度に引き続き厳しい財政運営を迫られますが、本年度も継続して

「自立と協働で創る元気なまち三股〜地域主権の到来を見据えた、町民総参加のまちづくり～」
という目標に向け、町民の皆さんが、より快適に生活できるための予算編成を行いました。
今号ではその予算の概要と主な事業を紹介します。

木佐貫町長が
施政方針を表明（3月2日）

※�グラフは四捨五入のため、実際の数字と一致しない場合があります。

平成28年度
歳入内訳
93億円

町税
19億8,921万円

21.4％

地方交付税
26億9,011万円

28.9％

国庫支出金
15億6,096万円

16.8％
繰入金ほか
12億４万円
12.9％

町債
３億6,576万円

3.9％

県支出金
９億4,854万円
10.2％

その他
５億4,538万円

5.9％

自主財源
31億8,925万円
（34.3％）

依存財源
61億1,075万円

（65.7％）

義務的経費

経常的経費

投資的経費 49億3,313万円
（53.0％）

37億6,931万円
（40.6％）

人件費
13億2,321万円

14.2％

物件費
16億468万円
17.3％

繰出金
11億4,834万円

12.3％

５億9,756万円
6.4％

補助費等　ほか
10億1,629万円

11.0％

公債費
6億7,951万円
7.3％

平成28年度
歳出内訳
93億円

扶助費
29億3,041万円
31.5％

〜１年間のお金の使い方が決まりました〜

平成28年度当初予算

広報みまた 2016.43 2PublicRelations



町は、総合計画で掲げる
「五つの基本方針」をもとに、
町民全ての人たちの
住みよいまちをつくるため、
さまざまな取り組みを行います。
その中から、
世代ごとに取り組む主なものを
紹介します。

　
蓼
池
地
区
工
業
団
地
造
成
整
備
事
業  　 

︙
５
０
０
万
円

　

 

蓼
池
地
区
に
工
業
団
地
を
整
備
し
て
︑
企
業
誘
致
や

雇
用
の
場
の
創
出
を
計
画
し
ま
す
︒

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業　

  　

  

…
５
６
８
万
円

　

 

大
都
市
圏
な
ど
か
ら
協
力
隊
参
加
希
望
者
を
募
り
︑
お

お
む
ね
１
～
３
年
間
︑
本
町
に
移
住
し
な
が
ら
長
田
地

区
の
魅
力
化
と
観
光
・
物
産
振
興
事
業
な
ど
に
従
事
す

る
事
業
で
す
︒

　
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業　
　
　

   　
　

…
８
５
２
６
万
円

　

 

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
人
に
地
元
特
産
品
を
贈
呈

す
る
こ
と
で
︑
本
町
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
と
町
内
産
業
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
︒

　
避
難
誘
導
灯
整
備
事
業　
　
　

  　

  

…
４
３
８
３
万
円

　

 

総
合
文
化
施
設
な
ど
の
指
定
避
難
施
設
周
辺
は
街
路

灯
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
避
難
施
設
周

辺
に
誘
導
灯
な
ど
を
設
置
し
ま
す
︒

　
特
別
収
納
対
策
事
業　
　
　
　

     　
　
…
２
２
７
万
円

　

 

町
税
を
は
じ
め
と
す
る
債
権
回
収
の
強
化
を
図
り
︑

悪
質
な
滞
納
者
に
対
す
る
捜
索
や
押
収
動
産
の
公
売

会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
︒

　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業   

…
１
４
４
４
万
円

　

 

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す

る
た
め
の
事
業
を
行
い
ま
す
︒

　
予
防
接
種
業
務　　
　
　
　
　
　

    　
…
８
８
７
６
万
円

　

 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
︑
麻ま

疹し
ん･

風ふ
う

疹し
ん︵
Ｍ
Ｒ
︶
ワ
ク
チ
ン
︑
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
︑
ヒ
ブ
︵
Ｈ
ｉ
ｂ
︶
ワ
ク
チ
ン
︑
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
予
防
接
種
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
︒

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
施
事
業    　

 

…
７
０
０
万
円

　

 ﹁
第
２
回
み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん
﹂
を
開

催
し
︑
全
て
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
﹁
ア
ス

リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま
た
﹂
を
発
信
す
る
事
業
で
す
︒

一
般
に
向
け
て

高
齢
者
世
代
に
向
け
て

高
齢
者
等
生
活
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

…
５
６
８
万
円

　

 

高
齢
者
の
生
活
支
援
︑介
護
予
防
の
基
盤
整
備
の
推
進
な
ど
を
図
る
た

め
︑
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
置
し
︑

地
域
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
︒

高
齢
者
等
サ
ロ
ン
支
援
事
業
補
助
金　
　
　
　
　
　
　

  

︙
50
万
円

　

 

地
域
住
民
が
自
由
に
参
加
で
き
︑心
の
健
康
づ
く
り
と
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
︒

認
知
症
地
域
支
援
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

  

…
４
９
０
万
円

　

 

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
構
築
し
︑早
期
対
策
を
し
な
が

ら
︑
認
知
症
の
人
を
地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
︒

子
ど
も
世
代
に
向
け
て

三
股
町
子
ど
も
の
明
る
い
未
来
創
造
事
業　
　
　
　
…
２
５
０
万
円

　

 

地
域
住
民
や
関
係
団
体
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
︑
学
校
サ
ポ
ー

ト
︑放
課
後
子
ど
も
教
室
︑ 
土
曜
学
習
の
３
事
業
を
実
施
し
ま
す
︒

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

  

…
６
８
７
７
万
円

　

 

未
就
学
児
の
医
療
費
と
小
学
生
の
入
院
医
療
費
を
完
全
無
料
化
し

ま
す
︒

西
小
学
校
区
域
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
建
設
事
業
…
４
５
０
０
万
円

　

 

西
小
学
校
区
域
に
児
童
ク
ラ
ブ
室
２
つ
を
建
設
し
︑児
童
の
健
全

育
成
と
働
き
な
が
ら
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
︒

保
育
料
軽
減
対
策
事
業 　
　
　
　
　
　
　

 　
…
１
億
７
１
６
万
円

　

 

町
単
独
の
財
源
で
︑
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
保
育
料
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
︒

　
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業　

 　

  　

  

…
１
４
０
０
万
円

　

 ﹁
思
い 

育
み 
知
の
創
造
﹂
の
基
本
理
念
を
も
と
に
︑
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
作
品
・
公
演

づ
く
り
を
行
い
ま
す
︒

　
青
年
就
農
給
付
金
事
業（
経
営
開
始
型
）   

…
１
２
０
０
万
円

　

 ﹁
三
股
町
人ひ

と
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
に
基
づ
き
︑
自
立
・
独
立

す
る
45
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
を
支
援
し
ま
す
︒

　
み
ま
た
ブ
ラ
ン
ド
発
信
事
業　
　
　

     

…
１
２
０
万
円

　

 

農
業
生
産
者
︑
商
工
業
者
が
新
商
品
の
開
発
な
ど
に

必
要
と
す
る
経
費
を
支
援
し
︑﹁
み
ま
た
ブ
ラ
ン
ド
﹂

を
創
出
す
る
事
業
で
す
︒

　
三
股
町
で
育
む
日
本
一
種
雄
牛
造
成
事
業   

…
３
４
１
万
円

　

 

新
規
種し

ゅ

雄ゆ
う

牛ぎ
ゅ
う

の
造
成
を
地
域
ぐ
る
み
で
展
開
し
︑
全

国
和
牛
共
進
会
で
の
宮
崎
牛
３
連
覇
を
目
指
し
ま
す
︒

　
島
津
紅
茶
園
切
寄
線
道
路
改
良
工
事   

…
５
０
０
０
万
円

　

 

都
城
IC
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
や
大
規
模
災
害
発
生
時

の
代
替
道
路
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
︒

　
公
共
下
水
道
整
備
事
業　
　
　　
…
１
億
９
８
０
０
万
円

　

 

公
共
下
水
道
の
整
備
を
行
い
︑
河
川
な
ど
の
水
質
の
保
全

と
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
を
進
め
ま
す
︒

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金 　
　

 

…
２
４
９
１
万
円

　

 

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
進
め
る
た
め
に
︑
単
独
浄
化
槽
か

ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
︒

　
水
源
電
気
設
備
実
施
設
計
委
託
事
業　
　
…
３
０
０
万
円

　

 

安
定
し
た
原
水(

地
下
水)

の
確
保
と
水
道
水
供
給
の
た

め
︑
取
水
井
の
電
気
設
備
更
新
の
設
計
を
行
い
ま
す
︒

　
施
設
整
備
検
討
業
務
委
託
事
業　
　
　
　
…
５
０
３
万
円

　

 

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
活

用
と
整
備
方
針
を
検
討
し
ま
す
︒

各
世
代
に
向
け
、
主
に
取
り
組
む
も
の

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　　
︙
２
１
０
万
円

　

 

夫
婦
一
組
に
対
し
︑
宮
崎
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
額
の
２

分
の
１
以
内
を
助
成
し
ま
す
︒

が
ん
検
診
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
︙
１
７
９
２
万
円

　

 

各
種
が
ん
検
診
を
集
団
検
診
と
個
別
検
診
︵
指
定
医
療
機
関
受

診
︶
で
実
施
し
ま
す
︒

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
︙
21
万
円

　

 

骨
髄
提
供
者
と
提
供
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
に
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
︒

人
間
ド
ッ
ク
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     　
︙
４
５
０
万
円

　

 

30
～
70
歳
ま
で
５
歳
ご
と
の
節
目
年
齢
の
人
を
対
象
に
︑
指
定

医
療
機
関
で
の
ド
ッ
ク
受
診
者
に
３
万
円
を
助
成
し
ま
す
︒

大
人
世
代
に
向
け
て

平成28年度当初予算

五つの

 基 本  方 針
豊かな自然と調和し、
快適に暮らせる定住のまちづくり

歴史と伝統を尊び、
豊かな人間性を育む
文教のまちづくり

やさしさと ぬくもりにあふれる
健康・福祉のまちづくり

活力ある未来を拓く
たくましい産業のまちづくり

人々の英知で支える
自主自立のまちづくり

広報みまた 2016.45 4PublicRelations



●�

町
税・普
通
交
付
税
な
ど
の
状
況

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
民
税
や
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
は
、
町
の
大
切
な
収
入

源
で
、
本
年
度
の
総
収
入
の
21
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
普
通
交
付
税
は
、
町
の
収
入
の
中
で

も
一
番
大
き
い
財
源
で
、
28
・
８
％
。普
通
交
付

税
と
は
、
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、
そ
の
原
資
は
所
得
税
、
酒
税
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
も
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
・
交
付
金
も
、
町
の
収
入
の

中
心
に
な
る
大
切
な
財
源
で
す
か
ら
、
減
少
す

る
と
町
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

◎
町
の
お
金
の
出
入
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
!?

町
税
・
普
通
交
付
税
の
状
況

※�

本
町
の
根
幹
的
収
入
で
あ
る
町
税
・
普
通
交
付
税
が
と

も
に
増
加
し
た
こ
と
で
、
今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

30億円

35億円

0

0

10億円

5億円

15億円

20億円

25億円

財
政
調
整
基
金
：�

災
害
復
旧
そ
の
他
財
源
の
不
足
を
生
じ
た
と
き

に
使
わ
れ
る
財
源

公
共
施
設
整
備
基�

金
：
公
用
ま
た
は
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
の

整
備
お
よ
び
充
実
に
使
わ
れ
る
財
源

●
各
基
金
の
状
況

町
で
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
基
金
（
＝

貯
金
）
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
が

持
っ
て
い
る
基
金
は
、
11
種
類
（
平
成
27
年
度

末
見
込
み
）
あ
り
、
ど
れ
も
目
的
達
成
の
た
め

の
大
切
な
財
源
で
す
。
本
年
度
は
、
４
億
８
５

３
５
万
円
を
取
り
崩
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
主

な
も
の
と
し
て
は
、
町
を
応
援
す
る
た
め
に
全

国
か
ら
い
た
だ
い
た「
ふ
る
さ
と
未
来
寄
付
金
」

が
あ
り
、
寄
付
者
の
意
向
に
沿
う
事
業
の
財
源

と
し
て
１
億
６
１
９
０
万
円
取
り
崩
し
ま
し

た
。今
後
も
、
基
金
を
計
画
的
に
運
用
・
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
町
債・公
債
費
の
状
況

町
債
（
借
入
金
）
は
、施
設
の
増
改
築
と
い
っ

た
大
き
な
事
業
に
取
り
組
む
場
合
な
ど
に
増
え

る
も
の
で
す
。
本
年
度
は
、
島
津
紅
茶
園
切
寄

線
道
路
整
備
事
業
や
前
目
工
業
地
域
雨
水
対
策

事
業
な
ど
、
生
活
基
盤
整
備
の
ほ
か
町
政
の
運

営
に
必
要
な
資
金
と
し
て
３
億
６
５
７
５
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。公
債
費
（
借
金
返
済
額
）

は
、
町
の
借
金
や
利
子
な
ど
の
返
済
に
充
て

る
費
用
で
す
。中
長
期
間
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
計
画
的
な
事
業
運
営
や
借
り

入
れ
・
返
済
な
ど
に
基
づ
き
、
ま
ち
の
将
来
に

負
担
を
掛
け
な
い
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

基
金
の
状
況

公
債
費
の
状
況

◎
平
成
27
年
度
の
主
要
事
業

（
金
額
は
実
績
見
込
み
で
す
）

27年度23年度 24年度 25年度 26年度

27年度 28年度24年度 25年度 26年度

町　税

18.0億円

20.0億円

19.5億円

19.0億円

18.5億円

26.5億円

27.0億円

27.5億円

26.0億円

普通交付税

27年度 28年度24年度 25年度 26年度

10億円

12億円

14億円

6億円

4億円

2億円

8億円

12億353万円

6億2,146万円

公　債　費
町債発行額

6億4,422万円

5億8,243万円 5億8,410万円

6億2,033万円
6億7,951万円

5億9,838万円
6億3,929万円

笑
顔
あ
ふ
れ
る
住
み
や
す
い
ま
ち
に

市
町
村
合
併
の
波
が
押
し
寄
せ
る
な
か
︑
本
町

が
自
立
の
道
を
選
択
し
て
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
町
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

で
す
︒町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
予
算
︒
こ
れ
を
無
駄

な
く
執
行
す
る
た
め
に
は
︑
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
生
み
出
す
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

そ
し
て
︑住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
︑町

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
に
は
実
現
し
ま
せ
ん
︒

私
た
ち
が
健
康
で
あ
れ
ば
医
療
費
の
削
減
に
つ
な

が
り
︑
公
共
物
を
大
切
に
使
う
こ
と
で
維
持
補
修

な
ど
の
経
費
を
抑
制
で
き
ま
す
︒ま
ず
は
︑私
た
ち

の
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
︑﹁
笑
顏
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
﹂
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
財
政
課
財
政
係

　

☎
52
－
９
６
３
７

平成27年度当初予算

総基金残高

公共施設基金
財政調整基金

27億2,575万円

19億1,204万円

27億2,993万円

18億6,366万円

26億6,078万円

19億7,100万円

26億5,649万円

18億8,523万円

26億8,272万円

19億8,021万円

11億1,462万円

14億395万円

14億6,993万円

25億6,556万円

30億9,460万円
33億922万円

30億8,087万円
28億9,022万円

7億5,412万円

6億8,768万円
5億9,624万円

8億7,319万円

13億2,611万円 12億7,330万円

9億1,371万円

3億6,576万円

九州初の工芸家を集めた事業として平成25年度から実施。「工芸」
「食」「カフェ」などのブースを設け、平成27年度では、新たに小学生
を対象としたワークショップを実施しました。

ものづくりフェア事業
570万円

現在運行に使用している「くいまーる３号車（ワゴンバスタイプ）」の
使用回数を減らし、耐用年数を延ばすために、追加で１台購入しました。

くいまーるバス購入事業
386万円

平成25年度に策定したアグレッシブタウン基本構想の中で、これま
で西部地区になかった体育館建設が位置付けされたことから、健康づ
くりと地域コミュニティの拠点として体育館の建設を行いました。

西部地区体育館整備事業
2億8,137万円

橋梁長寿命化修繕計画に基づき町内にある86橋の修繕整備を行う事
業です。平成27年度では、既に設計が完了している小川内橋、緑橋、
蔵元橋の整備を行いました。

橋梁修繕事業
2,580万円

９ホールのコースを増設する事業。平成26年度から実施し、平成27
年度では、造成、排水と芝床などの整備を行いました。本年度に芝な
どの整備を行い、年度途中のオープンを目指しています。

上米公園パークゴルフ場整備事業
6,411万円

平成21年度から実施している島津紅茶園切寄線道路改良事業。平成
27年度では300ｍの道路整備と用地取得などを行い、全長2,487
メートルのうち、840ｍが整備されました。

島津紅茶園切寄線道路整備事業
2,813万円

1,247万円
老朽化により屋根材の一部が飛散したため、25年度に実施した屋根
外壁診断調査設計をもとに、施設の安全性確保を図るため屋根外壁な
どの改修を行いました。

第３地区分館屋根外壁等改修事業

全ての人がスポーツを楽しむことができるまちを目指す。「アスリー
トタウンみまた」と「健康で豊かな生活ができるまちづくり」の一環
としてハーフマラソンを新種目とする大会を開催しました。

みまたん霧島パノラマまらそん事業
751万円

広報みまた 2016.47 6PublicRelations



２
月
23
日
に
︑
町
教
育
委
員
会
主

催
の﹁
平
成
27
年
度 

三
股
町
教
育
研

究
所
閉
所
式
お
よ
び
三
股
町
小
・
中

学
校
教
育
論
文
表
彰
式
﹂
が
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
︒
教
育
研
究
論
文

表
彰
は
︑
本
町
の
教
育
方
針
や
学
校

教
育
課
題
を
踏
ま
え
︑
教
育
指
導
上

の
諸
問
題
の
探
求
・
解
明
と
教
職
員

の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
︑
町
内

小
中
学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
︑
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
︒

平
成
27
年
度
は
︑
23
人
か
ら
24
点

の
応
募
が
あ
り
︑
昨
年
を
上
回
る
応

募
点
数
と
な
り
ま
し
た
︒

な
お
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

︵
敬
称
略
︶︒

平
成
27
年
度

教
育
研
究
論
文 

最
優
秀
賞

石
井 

由
夏 

学
校
栄
養
職
員

（
三
股
小
学
校
）

「
三
股
町
教
育
研
究
所
閉
所
式
」お
よ
び

「
三
股
町
小
・
中
学
校
教
育
研
究
論
文
表
彰
式
」

最
優
秀
賞

三
股
小
学
校 

学
校
栄
養
職
員　
石い
し

井い

由ゆ

夏か

優
秀
賞

三
股
小
学
校 

教
諭　
　
　　
　

髙た
か

橋は
し

亮り
ょ
う

一い
ち

三
股
西
小
学
校 

教
諭　
　
　　

西に
し

川か
わ

元げ
ん

三
股
西
小
学
校 

教
諭　
　　
　

児こ

玉だ
ま

典の
り

子こ

優
良
賞

勝
岡
小
学
校 

教
諭　
　
　　
　

松ま
つ

尾お

佐さ

登と

美み

梶
山
小
学
校 

教
諭　
　
　　
　

武た
け

本も
と

良よ
し

重え

宮
村
小
学
校 

教
諭　
　
　　
　

奥お
く

野の

左さ

紀き

子こ

宮
村
小
学
校 

教
諭　
　
　　
　

佐さ

藤と
う

祐ゆ
う

二じ

三
股
西
小
学
校 

教
諭　
　　
　

金か
ね

丸ま
る

紘ひ
ろ

徳の
り

三
股
中
学
校 

講
師　
　
　　
　

徳と
く

重し
げ

里り

奈な

入
　
選

三
股
小
学
校 

講
師　
　
　　
　

馬ば

場ば

さ
お
り

勝
岡
小
学
校 

教
諭　
　
　　
　

井い
の

上う
え

浩ひ
ろ

樹き

長
田
小
学
校 

講
師　
　
　　
　

山や
ま

元も
と

愛ち
か

絵え

三
股
西
小
学
校 

教
諭　
　　
　

小お

山や
ま

田だ

友と
も

美み

三
股
西
小
学
校 

教
諭　
　　
　

緒お

方が
た

宏ひ
ろ

文ふ
み

三
股
中
学
校 

教
諭　
　
　　
　

木き

村む
ら

精せ
い

吾ご

三
股
中
学
校 

教
諭　
　
　　
　

山や
ま

下し
た

雄ゆ
う

太た

郎ろ
う

三
股
中
学
校 

教
諭　
　
　　
　

福ふ
く

村む
ら

亜あ

由ゆ

子こ

三
股
中
学
校 

講
師　
　
　　
　

田た

中な
か

千ち

尋ひ
ろ

三
股
中
学
校 

講
師　
　
　　
　

後ご

藤と
う

由ゆ

希き

子こ

三
股
中
学
校 

講
師　
　
　　
　

上う
え

之の

恵え

里り

奈な

三
股
中
学
校 

講
師　
　
　　
　

黒く
ろ

木き

勇ゆ
う

貴き

三
股
中
学
校 

講
師　
　
　　
　

寶ほ
う

樂ら
く

大ひ
ろ

夢む

研究の成果を発表する石井由夏学校栄養職員。
最優秀賞を受賞した論文内容（抜粋）を
10～ 11㌻で紹介します。

町教育研究所員の皆さん

平成27年度　三股町教育研究所　研究員一同

【新規採用】５人
総務課危機管理係（新）川畑一希▽福祉
課介護高齢者係（新）瀬尾桃子▽町民保
健課戸籍住民係（新）一山裕美▽教育課
文化係（新）岩本梓▽産業振興課農林整
備係（新）足立伊織

【課長級】10人
▽総務課長（税務財政課長補佐）黒木孝
幸▽企画政策課長（総務課長）大脇哲朗
▽会計課長（総務課対策監）山元宏一▽
税務財政課長（企画政策課長）鍋倉祐三
▽町民保健課長（町民保健課長補佐）齊
藤美和▽福祉課長（町民保健課長）内村
陽一郎▽産業振興課長（産業振興課長補
佐）白尾知之▽教育課長（町民保健課長
補佐）渡具知実▽町民保健課対策監兼課
長補佐（教育課長）永吉雅彦▽総務課付
対策監・宮崎県市町村振興協会派遣（環
境水道課長補佐）川野浩

【課長補佐級】16人
▽総務課長補佐（税務財政課住民税係長）
山元博▽会計課長補佐（町民保健課長補
佐）松野良保▽税務財政課長補佐（会計
課長補佐）綿屋良明▽税務財政課長補佐

（福祉課長補佐）有川順一▽町民保健課
長補佐（総務課長補佐）隈元祥▽町民保
健課長補佐（町民保健課健康推進係長）
中前みどり▽福祉課長補佐（税務財政課
長補佐）東光吉▽福祉課長補佐（議会事
務局係長）山田直美▽環境水道課長補佐

（環境水道課上水道係長）下西志浩▽産
業振興課畜産振興係主幹兼農林整備係主

幹（産業振興課畜産振興係副主幹兼農林
整備係副主幹）永山広美▽産業振興課農
林整備係主幹兼係長（環境水道課下水道
係副主幹）今村剛▽環境水道課上水道係
主幹（環境水道課上水道係副主幹）永吉
美子▽教育課図書館係主幹兼係長（教育
課図書館係長）頴川宗一郎▽町民保健課
国保年金係主幹（町民保健課国保年金係
副主幹）坂元のり子▽福祉課介護高齢者
係主幹（福祉課介護高齢者係副主幹）福
田三男▽福祉課介護高齢者係主幹（福祉
課介護高齢者係副主幹）浦田みどり

【係長級】15人
▽税務財政課住民税係長（税務財政課住
民税係）飛松誠一▽税務財政課資産税係
長（産業振興課農林整備係長）上水幸一
郎▽町民保健課健康推進係長（町民保健
課健康推進係）谷口さとみ▽農業委員会
事務局農政係長（税務財政課特別収納対
策係）大浦英一郎▽環境水道課 上水道係
長（産業振興課農林整備係）出水和樹▽環
境水道課環境保全係長（税務財政課資産
税係長）大﨑俊英▽議会事務局係長（総
務課行政係副主幹）矢部明美▽産業振興
課畜産振興係副主幹（環境水道課環境水
道係長）山之内祐二▽総務課職員係副主
幹（総務課職員係）王原由紀子▽総務課行
政係副主幹（福祉課社会福祉係）堀之内環
▽税務財政課資産税係副主幹（税務財政
課資産税係）島田知恵▽福祉課社会福祉
係副主幹（町民保健課健康推進係）森田直
美▽農業委員会事務局農政係副主幹（農
業委員会事務局農政係）塩見和佳▽総務

課付副主幹（農業委員会事務局農政係長）
下沖博秋▽総務課付副主幹（教育課生涯
学習係副主幹）出水君代

【一般職】21人
▽総務課職員係（総務課付・県派遣）小谷
賢治▽企画政策課地域政策係（産業振興
課商工観光係）宇都雅大▽企画政策課地
域政策係（町民保健課国保年金係）新原
幸子▽税務財政課特別収納対策係（企画
政策課地域政策係）高山秀栄▽税務財政
課特別収納対策係（税務財政課資産税係）
川崎極▽税務財政課財政係（企画政策課
地域政策係）川越芳枝▽税務財政課財政
係（福祉課介護高齢者係）川村亜紀▽税
務財政課住民税係（総務課危機管理係）
奥田朋美▽税務財政課住民税係（福祉課
児童福祉係）福田和紀▽町民保健課国保
年金係（教育課学校教育係）湯浅かおり
▽町民保健課健康推進係（総務課付）都
丸春佳▽福祉課社会福祉係（都市整備課
建築係）今村涼子▽福祉課児童福祉係（企
画政策課地域政策係）田原智幸▽産業振
興課農業振興係（町民保健課戸籍住民係）
小谷愛子▽都市整備課都市整備係（環境
水道課上水道係）中野亮一▽都市整備課
建築係（税務財政課特別収納対策係）小
田祐造▽環境水道課下水道係（都市整備
課都市整備係）下石賢史▽教育課学校教
育係（教育課文化係）益留美樹▽総務課
付（税務財政課財政係）上石智美▽総務
課付（産業振興課農業振興係）天神原幸
▽総務課付・県派遣（税務財政課住民税
係）長友美樹

【退職】６人（３月31日付）
▽岩松健一（福祉課）▽大坪博文（福祉課）
▽上村陽一（税務財政課）▽丸山浩一郎

（産業振興課）▽財部一美（会計課）▽重
信和人（総務課）

【再任用】５人
大坪博文（教育課生涯学習係）▽上村陽
一（総務課行政係）▽丸山浩一郎（産業
振興課商工観光係）▽財部一美（税務財
政課資産税係）▽重信和人（教育課スポー
ツ振興係）

町職員人事異動情報をお知らせします
三股町人事異動 ★新規採用５人

町は４月１日付で人事異動を発令しました。詳細は次のとおりです。※現職（前職）氏名の順、退職者は最終課

新規採用の５人です。よろしくお願いします。

町教育研究員の成果発表

※�受賞者の所属校・職名は、受賞日（２月23
日）時点のものを掲載しています。

先
生
た
ち
も

勉
強
し
て
い
ま
す

平成27年度
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食
へ
の
関
心
を
高
め
、望
ま
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
児
童
の
育
成

〜
学
校
栄
養
職
員
と
し
て
の
食
育
指
導
を
通
し
て
〜
　【
抜
粋
】

三
股
小
学
校　

学
校
栄
養
職
員　

石
井 

由
夏

教 育 研 究 論 文
▼
 A

RT
IC

LE
 A

N
N

O
U

N
C

EM
EN

T 
▼

Ⅰ
主
題
設
定
の
理
由

近
年
、肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
に
加
え
、「
食
」の

安
全
上
の
問
題
や
、
海
外
へ
の
依
存
の
問
題
が
生
じ
て
お

り
、児
童
自
ら
が
「
食
」
の
在
り
方
を
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。本
町
の
給
食
の
状
況
は
、野
菜
や
煮
物
の
残
食

が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
給
食
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
苦
み
や
独
特
の
風
味
が
あ
る
野
菜
を

苦
手
と
す
る
児
童
が
多
く
見
ら
れ
た
。他
に
も
、食
事
の
マ

ナ
ー
が
十
分
に
定
着
し
て
い
な
い
な
ど
、
改
善
す
べ
き
点

が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。食
育
の
推
進
は
、児
童
の
心

身
の
成
長
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
基
礎
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
本
主
題
を
設
定
し
て

実
践
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

Ⅱ　

研
究
の
目
標

児
童
に
「
食
生
活
に
対
す
る
正
し
い
理
解
」
と
「
望
ま
し

い
食
習
慣
」を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、学
校
栄
養
職
員
と

し
て
の
効
果
的
な
指
導
と
支
援
の
在
り
方
を
実
践
的
に
究

明
す
る
。

Ⅲ　

研
究
の
仮
説

１　

�

給
食
に
地
場
産
物
や
郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
る
な
ど

献
立
を
工
夫
す
れ
ば
、
児
童
が
食
に
興
味
を
持
つ
の

で
は
な
い
か
。

２　

�

関
係
職
員
が
専
門
性
を
生
か
し
た
給
食
指
導
を
行
え

ば
、
児
童
が
食
生
活
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
な
い
か
。

３　
�

家
庭
や
地
域
に
適
切
な
情
報
提
供
を
行
え
ば
、
連
携

を
生
か
し
た
食
育
が
推
進
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

Ⅳ　

研
究
の
実
際

１　
生
き
た
教
材
と
な
る
献
立
作
り
の
工
夫

・
児
童
に
献
立
を
選
択
す
る
機
会
を
与
え
る

・
食
材
に
県
内
産
の
食
材
を
取
り
入
れ
る

・
給
食
喫
食
調
査
の
実
施

毎
年
６
月
と
11
月
に
残
食
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

本
年
度
は
調
査
結
果
を
比
較
す
る
た
め
、
６
月
と
11
月
の

献
立
内
容
は
同
じ
の
も
の
と
し
た
。
６
月
は
和
食
献
立
の

残
食
率
が
特
に
高
か
っ
た
が
、
11
月
は
食
材
や
味
付
け
な

ど
を
変
え
た
結
果
、和
食
が
残
食
ゼ
ロ
に
な
る
な
ど
、喫
食

率
の
向
上
が
見
ら
れ
た
。

２　
専
門
性
を
生
か
し
た
食
に
関
す
る
指
導

ア　

専
門
性
を
生
か
し
た
給
食
指
導

　

�

栄
養
教
諭
１
人
、
学
校
栄
養
職
員
２
人
で
給
食
時
間

に
訪
問
し
、
参
観
お
よ
び
給
食
の
指
導
や
会
食
を

行
っ
た
。

イ　

給
食
を
活
用
し
た
弁
当
の
日
の
取
り
組
み

　

�

全
学
校
で
「
弁
当
の
日
」
を
年
３
回
設
け
、全
て
の
児

童
が
弁
当
作
り
へ
の
意
欲
・
関
心
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、
次
の
よ
う
に
給
食
を
活
用
し
た
。

　
　

・「
お
に
ぎ
り
の
日
」
の
実
施

　
　

・「
弁
当
箱
に
つ
め
よ
う
の
日
」
の
実
施

ウ　

給
食
時
間
に
お
け
る
共
通
指
導
媒
体
の
作
成　

　

�

共
通
し
た
給
食
指
導
が
毎
日
行
え
る
よ
う
、
１
週
間

分
の
給
食
指
導
掲
示
媒
体
を
作
成
す
る
こ
と
と
し

た
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
児
童
と
教
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
原
案
を
作
成
し
、
学
年
ご
と
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
媒
体
と
し
た
。

エ　

食
に
関
す
る
情
報
の
掲
示

　

�

給
食
配
膳
室
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、「
今
月
の
テ
ー

マ
」「
献
立
」「
季
節
の
食
べ
物
」「
食
材
ク
イ
ズ
」
の
４

つ
の
内
容
を
も
と
に
掲
示
物
を
作
成
し
た
。

３　
連
携
を
生
か
し
た
食
育
指
導

(1)
保
護
者
へ
の
発
信

●
学
校
給
食
試
食
会

三
股
小
学
校
で
は
、
１
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
学

校
給
食
試
食
会
を
年
１
回
実
施
し
、
そ
こ
で
得
た
意
見

や
要
望
を
反
映
さ
せ
、
給
食
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

●
給
食
だ
よ
り
の
発
行

月
に
１
回
発
行
す
る
給
食
だ
よ
り
を
通
し
て
、
給
食

セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
、
児
童
の
様
子
や
給
食
の
レ

シ
ピ
な
ど
を
発
信
し
て
い
る
。

(2)
学
校
行
事
を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
工
夫

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
の
場
と

し
て
、
三
股
小
学
校
で
は
外
部
講
師
を
招
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
を
体
験
す
る「
三
股
小
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
て
い

る
。今
年
は
、３
～
６
年
生
20
人
を
対
象
に
「
鍋
で
で
き
る

フ
ル
ー
ツ
大
福
づ
く
り
」
を
行
っ
た
。

Ⅴ　

研
究
の
成
果
と
課
題

１　
研
究
の
成
果

●
仮
説
１
に
つ
い
て
＝

リ
ク
エ
ス
ト
給
食
の
実
施
で
、
食
事
の
楽
し
み
を
増

や
し
、
望
ま
し
い
食
事
の
選
択
の
仕
方
を
学
ぶ
機
会
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、喫
食
調
査
を
行
う
こ
と
で

献
立
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
残
食
量
が
減
少
し
た
。

●
仮
説
２
に
つ
い
て
＝

掲
示
物
で「
食
に
関
す
る
情
報
」を
子
ど
も
た
ち
に
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、「
お
に
ぎ
り
の
日
」
や

「
弁
当
箱
に
つ
め
よ
う
の
日
」の
実
施
で
弁
当
作
り
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
仮
説
３
に
つ
い
て
＝

家
庭
へ
の
啓
発
を
行
う
こ
と
で
保
護
者
の
食
に
関
す

る
意
識
・
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
２　
研
究
の
課
題

・�

残
食
量
は
減
り
つ
つ
あ
る
が
、
児
童
の
食
べ
物
や
そ

れ
に
関
わ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
の
育
成
が

不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
る
た
め
、今
後
は
、給
食
セ
ン

タ
ー
で
の
調
理
の
様
子
や
生
産
者
の
声
な
ど
に
つ
い

て
も
児
童
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・�

食
事
の
マ
ナ
ー
指
導
を
学
校
全
体
で
継
続
的
に
指
導

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・�

「
弁
当
の
日
」
は
、家
庭
で
の
取
り
組
み
や
意
識
に
は

差
が
見
ら
れ
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
啓
発
が
必
要
で

あ
る
。

三股小フェスタの様子

弁当箱に詰めている写真 おにぎりの日

給食指導

【
引
用
文
献
・
参
考
文
献
】

・「
食
に
関
す
る
指
導
の
手
引
」（
文
部
科
学
省
）

・�「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」平
成
20
年
３
月
告
示（
文
部

科
学
省
）

平
成
27
年
度
　
教
育
研
究
論
文
　
最
優
秀
賞

職員アンケート

残食調査

小学生へのアンケート

広報みまた 2016.411 10PublicRelations
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「
女
の
子
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
こ

の
活
動
が
駅
前
活
性
化
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
」

「
友
人
の
作
品
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
毎
年
来

て
い
ま
す
。
多
彩
な
作
品
に
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
」

手
あ
そ
び
倶
楽
部

代
表

来
場
者

岩い
わ

﨑さ
き

壽ひ
さ

子こ

さ
ん

（
山
王
原
）

「
問
い
掛
け
と
異
な
る
高
齢
者
役
の
返
答
に
戸

惑
い
ま
し
た
。
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し

た
」

「
年
々
参
加
者
も
増
え
、
心
身
の
健
康
づ
く
り

と
県
外
の
愛
好
家
と
の
つ
な
が
り
も
深
ま
っ
て

い
ま
す
」

参
加
者

町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

会
長

吉よ
し

田だ

ミ
ヤ
さ
ん

（
前
目
）

別べ
つ

納の
う

益ま
す

男お

さ
ん

（
田
上
）

「
今
後
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
高
校
生
に
な
っ

て
も
、
係
の
仕
事
な
ど
を
率
先
し
て
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
」

３
月
11
日
︑
町
立
図
書
館
多
目

的
ホ
ー
ル
で﹁
町
教
育
委
員
会
善

行
児
童
生
徒
表
彰
式
﹂
が
行
わ
れ

ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑
学
校
活
動
で

他
の
模
範
と
な
る
児
童
・
生
徒
の

功
績
を
た
た
え
︑
平
成
24
年
度
か

ら
毎
年
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
︒

こ
の
日
は
︑町
内
の
各
小・中
学
校

か
ら
推
薦
を
受
け
た
11
人
に
黒く

ろ

木き

敏と
し

行ゆ
き

教
育
委
員
長
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
︒受
賞
者
代
表

で
福ふ

く

田だ

百も
も

笑え

さ
ん︵
三
股
中
３
年
︶

が
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
︑
上う

え

原は
ら

英ひ
で

俊と
し

校
長
会
長
が﹁
こ
れ
か
ら
も
周

り
の
模
範
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
﹂

と
受
賞
者
を
激
励
し
ま
し
た
︒

模
範
児
童
・
生
徒
を
表
彰

善
行
児
童
生
徒
表
彰
式

受
賞
者

福ふ
く

田だ

百も
も

笑え

さ
ん

（
三
股
中
３
年
）

「
健
康
法
な
ど
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
た
く
さ

ん
笑
え
て
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」

３
月
５
日
︑
町
立
文
化
会
館
で

町
壮
年
連
絡
協
議
会
と
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
な
ど
の
共
催
で﹁
地

方
創
生
講
演
会
﹂
が
行
わ
れ
ま
し

た
︒こ
の
日
は
︑フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
生い

く

島し
ま

ヒ
ロ
シ
さ
ん
が﹁
い

つ
ま
で
も
若
く
生
き
る
秘
訣
﹂
と

題
し
て
講
演
︒自
身
の
健
康
法
や

町
民
の
健
康
が
ま
ち
づ
く
り
に
も

た
ら
す
効
果
な
ど
︑
ジ
ョ
ー
ク
を

交
え
て
話
し
ま
し
た
︒ま
た
︑出
演

す
る
番
組
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
裏

話
な
ど
が
飛
び
出
す
と
︑
詰
め
掛

け
た
観
客
は
興き

ょ
う

味み

津し
ん

々し
ん

な
様
子

で
聴
き
入
り
︑
会
場
は
終
始
笑
い

声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒

み
ん
な
の
健
康
が
ま
ち
の
元
気

「
地
方
創
生
講
演
会
」

参
加
者

神じ
ん

宮ぐ
う

司じ

正ま
さ

子こ

さ
ん

（
山
王
原
）

３
月
５
日
︑前
目
児
童
館
で﹁
ひ

と
り
歩
き
高
齢
者
見
守
り
・
声
か

け
訓
練
﹂が
行
わ
れ
ま
し
た
︒こ
れ

は
︑
認
知
症
な
ど
の
ひ
と
り
歩
き

高
齢
者
へ
の
対
処
を
学
び
︑
地
域

に
見
守
り
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が

目
的
で
す
︒こ
の
日
は
︑認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
っ
た
あ

と
︑
七
つ
の
班
に
分
か
れ
て
水
色

の
上
着
を
着
た
高
齢
者
役
を
捜
索

し
ま
し
た
︒参
加
し
た
約
50
人
の

地
区
住
民
は
高
齢
者
役
の
演
技
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
︑
講
座
で
学
ん

だ
知
識
を
生
か
し
︑
設
定
さ
れ
た

自
宅︵
児
童
館
︶ま
で
無
事
に
誘
導

し
ま
し
た
︒

２
月
23
日
～
２
月
28
日
︑
町
文

化
協
会︵
田
中
正し

ょ
う

吉き
ち

会
長
︶
は
︑町

立
文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル・
ホ
ワ
イ
エ
で﹁
第
29
回
三
股
町

文
化
合
同
展
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
︒

絵
画
︑
書
や
写
真
な
ど
11
分
野
で

１
０
６
人
が
出
品
し
た
計
２
３
４

点
の
作
品
を
展
示
︒こ
の
ほ
か
︑文

化
協
会
員
で
あ
る
臼
井
ミ
ツ
さ
ん

の
漬
物
講
座
や
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ﹁
侘わ

び
す
け
﹂︵
後ご

藤と
う

田だ

規の
り

子こ

代
表
︶
に
よ
る
お
茶
の
振
る

舞
い
も
行
わ
れ
ま
し
た
︒多
彩
な

芸
術
文
化
を
目ま

の
当
た
り
に
し
た

来
場
者
は
︑
終
始
感
心
し
き
り
で

し
た
︒

２
月
20
日
～
25
日
︑
手
芸
愛
好

家
な
ど
で
結
成
す
る﹁
手
あ
そ
び

倶
楽
部︵
岩い

わ

﨑さ
き

壽ひ
さ

子こ

代
表
︶﹂が
︑Ｊ

Ｒ
三
股
駅
の
多
目
的
ホ
ー
ル﹁
Ｍ

★
う
ぃ
ん
ぐ
﹂
で﹁
み
ま
た
ん
ひ

な
ま
つ
り
～
和わ

布ふ

小こ

物も
の

と
押お

し

花ば
な

絵え

展
～
﹂を
開
催
し
ま
し
た
︒会
場
に

は
︑
二
つ
の
ひ
な
人
形
七
段
飾
り

の
ほ
か
︑
会
員
ら
が
着
物
を
再
利

用
し
て
手
作
り
し
た
和
布
小
物
や

押
花
絵
が
駅
の
待
合
室
を
華
や
か

に
演
出
︒宮
参
り
着
を
再
利
用
し

た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
︑
趣
向
を

凝
ら
し
た
展
示
品
の
数
々
に
︑
訪

れ
た
観
客
は
皆
う
っ
と
り
と
見

入
っ
て
い
ま
し
た
︒

前
目
地
区
ひ
と
り
歩
き
高
齢
者

見
守
り・
声
か
け
訓
練

文
化
芸
術
と
の
触
れ
合
い
の
場
に

文
化
合
同
展

手
作
り
作
品
で
ひ
な
祭
り

手
あ
そ
び
倶く

楽ら

部ぶ

「
今
回
の
導
入
で
効
率
よ
く
保
育
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間

が
増
え
る
の
で
う
れ
し

い
で
す
」

い
っ
ぽ
の
ひ
か
り
施
設
長

谷た
に

ヶが

久く

保ぼ

美み

代よ

子こ
さ
ん

３
月
18
日
︑
社
会
福
祉
法
人
心し

ん

耕こ
う

福
祉
会﹁
い
っ
ぽ
の
ひ
か
り︵
屋や

敷し
き

和か
ず

久ひ
さ

理
事
長
︑
19
人
︶﹂
が
︑
公

益
財
団
法
人
日
本
財
団︵
笹さ

さ

川が
わ

陽よ
う

平へ
い

会
長
︶か
ら
の
助
成
を
受
け
︑８

人
乗
り
の
福
祉
車
両
１
台
を
導
入

し
ま
し
た
︒同
車
両
に
は
︑小
さ
な

子
ど
も
で
も
乗
り
降
り
が
し
や
す

い
よ
う
に
踏
み
台
や
手
す
り
が
装

備
さ
れ
て
お
り
︑
円
滑
な
送
迎
な

ど
︑今
後
の
保
育・療
育
活
動
の
充

実
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒車
両
が
施

設
に
届
く
と
︑
児
童
た
ち
は
歓
声

を
上
げ
て
駆
け
寄
り
︑
満
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
乗
り
込
む
な

ど
し
て
い
ま
し
た
︒

児
童
施
設「
い
っ
ぽ
の
ひ
か
り
」

助
成
を
受
け
福
祉
車
両
導
入

３
月
21
日
︑
上
米
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会︵
別べ

つ

納の
う

益ま
す

男お

会
長
︑１
１
７
人
︶

主
催
の﹁
第
３
回
上
米
公
園
桜
ま

つ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
﹂
が
行

わ
れ
ま
し
た
︒本
大
会
は
︑
世
代

間・地
域
間
交
流
を
促
進
し
︑健
康

増
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
︒
こ
の
日
は
県
内
外

か
ら
91
人
が
参
加
︒遠
く
は
北
海

道
か
ら
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
数

日
か
け
て
本
町
入
り
し
た
参
加
者

も
い
ま
し
た
︒会
場
で
は
︑ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
な
ど
の
好
プ
レ
ー
に
歓

声
が
上
が
り
︑
地
域
の
枠
を
超
え

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
︒

プ
レ
ー
通
じ
て
交
流
を
深
め
る

桜
ま
つ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

中な
か

山や
ま

富ふ

士じ

子こ

さ
ん

小お

野の

楓ふ

夕ゆ

ち
ゃ
ん

（
西
植
木
）

２
月
20
日
︑都
城
東
高
校
で﹁
第

４
回
三
股
町
地
産
地
消
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒こ

れ
は
︑
町
農
畜
産
物
利
用
地
域
活

性
化
推
進
協
議
会︵
丸
山
浩
一
郎

会
長
︑８
人
︶
が
︑地
産
地
消
の
推

進
な
ど
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
︒こ
の
日
は
︑都
城
東
高

校
調
理
科
の
２
年
生
35
人
が﹁
料

理
﹂﹁
デ
ザ
ー
ト
﹂﹁
加
工
﹂の
３
部

門
に
分
か
れ
て
参
加
︒生
徒
た
ち

は
︑
町
内
の
生
産
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
ゴ
マ
︑
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
︑
バ

イ
オ
茶
ポ
ー
ク
を
使
用
し
︑
趣
向

を
凝
ら
し
た
創
作
料
理
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
︒審
査
員
は
︑
生
産
者

や
菓
子
店
経
営
者
な
ど
13
人
︒採

若
い
発
想
力
で
地
域
活
性
へ

地
産
地
消
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

点
の
結
果
︑
料
理
部
門
は
山や

ま

田だ

亮り
ょ
う

雅が

さ
ん
︑
デ
ザ
ー
ト
部
門
は
今
村

み
な
み
さ
ん
・
川か

わ

路じ

里り

奈な

さ
ん
ペ

ア
︑加
工
部
門
は
市い

ち

之の

坪つ
ぼ

和か
ず

輝き

さ

ん
・
松
田
堅け

ん

士し

郎ろ
う

さ
ん
ペ
ア
が
優

秀
賞
を
獲
得
し
た
ほ
か
︑
各
部
門

か
ら
合
計
６
組
が
入
賞
し
ま
し
た
︒

同
協
議
会
で
は
︑
今
回
の
出
品
作

品
を
地
域
の
新
た
な
創
作
料
理
と

し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
︒

各部門の優秀賞受賞者

「
成
分
が
合
わ
な
い
た
め
か
思
う
よ
う
に
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
家
で
研
究
し
た
努
力
が
結
果

に
結
び
付
き
ま
し
た
」

デ
ザ
ー
ト
部
門
優
秀
賞

川
路
里
奈
さ
ん（
右
）

今
村
み
な
み
さ
ん（
左
）

（
都
城
東
高
校
調
理
科
２
年
）

３
月
８
日
︑都
城
地
区
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合︵
田
中
篤あ

つ
し

理
事

長
︶が
子
ど
も
た
ち
の
防
犯
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
︑町
・
町
教
育
委
員

会
に
防
犯
ブ
ザ
ー
３
１
０
個
を
贈

呈
し
ま
し
た
︒こ
れ
は
︑宮
崎
県
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会

︵
木き

田だ

正ま
さ

美み

会
長
︶
が
︑社
会
貢
献

の
一
環
と
し
て
県
下
一
斉
に
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
︒

贈
呈
さ
れ
た
防
犯
ブ
ザ
ー
は
︑

起
動
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
大
き

な
音
が
鳴
り
響
き
︑
周
囲
へ
注
意

を
促
し
ま
す
︒下
校
中
に
不
審
者

か
ら
の
声
掛
け
事
案
も
発
生
し
て

い
る
た
め
︑
地
域
の
防
犯
に
役
立

つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒

ブ
ザ
ー
は
町
内

各
小
学
校
を
通
じ

て
︑
こ
の
春
入
学

す
る
児
童
な
ど
に

配
布
さ
れ
ま
す
︒

都
城
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

防
犯
ブ
ザ
ー
を
贈
呈

贈呈された
防犯ブザー

広報みまた 2016.413 12PublicRelations



　

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

マイ本棚使ってみませんか？
－
３
２
０
０
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●「
マ
イ
本
棚
」を
は
じ
め
ま
し
た

「
マ
イ
本
棚
」と
は
、「
町
立
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」上
で「
ユ
ー
ザ
ー
設
定
」を
す
る
こ

と
で「
読
ん
だ（
借
り
た
）
本
」
や「
読
み
た

い（
予
約
し
た
）本
」を
記
録
し
て
い
く
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

「
利
用
者
番
号（
利
用
カ
ー
ド
の
バ
ー
コ
ー
ド

番
号
）」と「
パ
ス
ワ
ー
ド
」が
必
要
と
な
り
ま

す
。パ
ス
ワ
ー
ド
は
、カ
ー
ド
登
録
時
に
設
定

す
る
か
、
図
書
館
窓
口
に
申
請
す
る
こ
と
で

発
行
で
き
ま
す
。設
定
後
は
、借
り
た
本
や
予

約
し
た
本
は
自
動
的
に
記
録
さ
れ
ま
す
の
で
、

ど
れ
だ
け
本
を
読
ん
だ
か
が
知
り
た
い
場
合

や
、「
こ
の
本
読
ん
だ
こ
と
あ
る
か
な
？
」
と

迷
っ
た
と
き
の
検
索
な
ど
に
便
利
で
す
。

「
マ
イ
本
棚
」
設
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
図
書

館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
マ
イ
本
棚
」を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■�

休
館
日
は
、
21
㌻「
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
心
揺
さ
ぶ
る
熱
い
ラ
イ
ブ

３
月
11
日
、『
唄
う
た
い
の
男
祭
り
～
絆

～
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。鹿
児
島
を
拠
点
に

活
躍
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

宮み
や

井い

紀の
り

行ゆ
き

さ
ん
とK

コ
ー
ダ
イ

O
D

A
I

さ
ん
の
ギ
タ
ー

弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
。ゲ
ス
ト
に
福
岡
の
若
き

音
楽
デ
ュ
オ
・K

ケ
ル
ト
ミ
ー

ellT
om

y

の
髙た
か

橋は
し

翔か
け
る

さ
ん

（
都
城
出
身
）
と
久
保
ひ
と
み
さ
ん
が
出
演

し
ま
し
た
。コ
ン
サ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
が
中
心
。夢
に
向
か
っ
て
歌
う

K
ellT

om
y

の
若
き
歌
声
、
故
郷
や
人
へ
の

想
い
を
優
し
く
も
熱
く
歌
うK

O
D

A
I

さ
ん

の
歌
声
。そ
し
て
、宮
井
紀
行
さ
ん
の
み
ん
な

を
元
気
に
す
る
歌
声
。そ
ん
な
四
人
の
歌
声

に
、
観
客
は
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
体
を
動
か
し
、

と
き
に
は
情
感
あ
ふ
れ
る
曲
に
感
動
し
、
涙

を
流
す
人
も
い
ま
し
た
。こ
の
日
は
、５
年
前

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
同
じ
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
復
興
支
援
の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ『
花
は
咲
く
』を
み
ん
な
で
合
唱
。会
場
が

「
絆
」で
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

● T

ト
ワ
イ
ラ
イ

w
ilight T

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

rom
bone Q

カ
ル
テ
ッ
ト

uartet

再
び
！

５
月
７
日
、
２
年
ぶ
り
にT

w
ilight 

T
rom

bone Q
uartet

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
２
０
０
８
年
、
東

京
藝げ
い

術じ
ゅ
つ

大
学
の
卒
業
生
で
結
成
さ
れ
た
男
性

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
カ
ル
テ
ッ
ト
。メ
ン
バ
ー
は
、

東ひ
が
し

川か
わ

暁あ
き

洋ひ
ろ

さ
ん
、
廣ひ
ろ

田た

純じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
、
佐さ

藤と
う

敬け
い

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん
、そ
し
て
本
町
出
身
の
今い
ま

村む
ら

岳た
け

志し

さ
ん
の
４
人
で
す
。

単
な
る
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
な
く
、

歌
や
コ
ミ
カ
ル
な
寸
劇
を
交
え
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
、
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
感
覚
で

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
魅
力
を
楽
し
く
伝
え
る
べ

く
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
公
演
は
、
４
枚
目
の
ア
ル
バ
ム

『N

ネ
ク
ス
テ
ー
ジ

extage

』発
売
記
念
ツ
ア
ー
の
三
股
公
演

で
す
。楽
し
く
、美
し
い
音
色
を
聞
か
せ
て
く

れ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２年前のトワイライト・トロンボーン・カル
テットのコンサート

●「
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
喜
び
を
」

　
こ
ど
も
の
読
書
週
間

毎
年
４
月
23
日（
こ
ど
も
読
書
の
日
）か
ら

５
月
12
日
の
約
３
週
間
は「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」で
す
。今
年
で
58
回
目
を
数
え
る
今
回

の
標
語
は「
四
角
い
本
に
ま
あ
る
い
心
」
で

す
。期
間
中
は
、小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た

「
貸
出
た
い
け
ん
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
特
別

展
示
を
行
い
ま
す
の
で
、
家
族
で
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
は
な
し
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

　
開
催
し
ま
す

み
ん
な
の
知
っ
て
い
る
絵
本
に
音
楽
を
の

せ
て
、
今
年
も『
お
は
な
し
と
音
楽
の
コ
ン

サ
ー
ト
』を
開
催
し
ま
す
。今
回
は
、５
月
15

日（
日
）午
後
２
時
開
演
予
定
で
す
。０
歳
か

ら
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要
で

す
。整
理
券
配
布
は
、図
書
館
窓
口
で
行
っ
て

い
ま
す
。電
話
予
約
も
で
き
ま
す
の
で
、☎
51

『唄うたいの男祭り』本番の様子

外国語指導助手のコーナー

大
好
き
な
ま
ち
三
股

私
は
７
月
の
下
旬
で
三
股
町
で
の
任

期
が
終
わ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、
今
は
新

し
い
仕
事
を
探
し
て
い
ま
す
。他
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
は
仕
事
が
終
わ
る
と
自
分
の
国
に
帰

り
ま
す
が
、
私
は
日
本
に
残
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
三
股
町
に
住
ん
で
み

て
、日
本
の
こ
と
を
と
て
も
好
き
に
な
り

ま
し
た
。し
か
し
、
首
都
圏
な
ど
に
住
む

友
人
た
ち
は
日
本
の
こ
と
を
好
き
に
な

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。理
由
を
尋
ね
る

と
、友
人
た
ち
は
都
会
の
人
た
ち
と
う
ま

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
、孤

独
な
感
じ
が
す
る
と
言
う
の
で
す
。
で

も
、三
股
の
皆
さ
ん
は
私
と
た
く
さ
ん
会

ウガンダに来て、はや半年。2月中
旬に国民の直接投票で大統領選挙が実
施されました。国民による応援は白熱
し、各任地では支持者同士または支持
者と警察・軍隊の衝突に巻き込まれる

可能性もあり、私を含め約半数の隊員は首都の隊員宿舎
に約１週間避難しました。外出ができず、インターネッ
トも一時的に使用できなくなるなど、私たちの生活に影
響を与えた今回の選挙。結果としては、30年間大統領を
務めている現職のムセベニ氏（71）が再選し、過熱した
選挙は終息しました。政権が変わった場合国内が混乱し、
隊員の国外退避も想定され
ていたため、個人的にはひ
と安心といった感想です。
一時は任地に帰ることがで
きるか心配でしたが、現在
は任地に戻り、積極的に活
動を続けています。
W
ウェラバ

eraba（ではまた）！

話
を
し
て
く

れ
ま
す
。私
の

言
葉
を
よ
く
聞
い
て
、外
国
人
と
し
て
で

は
な
く
一
人
の
人
間
と
し
て
話
し
て
く

れ
ま
す
。優
し
い
三
股
町
の
皆
さ
ん
は
日

本
の
文
化
を
教
え
て
く
れ
て
、私
の
文
化

の
違
い
を
聞
い
て
く
れ
て
、毎
日
の
生
活

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
私
は
日
本
の
こ

と
が
大
好
き
で
す
。Ａ
Ｌ
Ｔ
の
仕
事
が
終

わ
っ
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
帰
ら

ず
、ず
っ
と
日
本
に
住
み
た
い
で
す
。任
期

が
終
わ
る
ま
で
あ
と
少
し
に
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★楽しく・賢く・きちんと食べる★

1日に「何を」「どれだけ」食べたらよいかをこまの形のイラストで分かりやすく示しています。「何を」とは、主食・副菜・主菜・牛乳乳製品・果物の５つの料理グループ。
「どれだけ」とは、1日の目安をそれぞれの料理グループごとに「つ（SV）」という単位で示しています。＊『食事バランスガイド』は健康管理センターに置いてあります。食事バランスガイドとは？

町公式サイトに今月分全レシピを掲載しています。ご参照ください。 町公式サイトアドレス：http://www.town.mimata.lg.jp/

三股町職員 
佐々木 義和

ほぼ毎日街中で見かけた応援の様子

● 問い合わせ：健康管理センター ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

もともとは寒冷地での栽培が主でしたが、品種改良により
各地で栽培されるようになり、そのため春、夏、冬に旬が
あります。春キャベツは巻きが緩く、軟らかいのでサラダ
などの生食に適しています。　　　※材料は全て1人分です。

４月の旬食材…キャベツ

作り方　�①◎の材料を全部フードプロセッサーで滑らかになるまで混ぜ合わ
せ、ドレッシングを作る。②キャベツは千切り、トマトはくし切り
にして器に盛り、ドレッシングをかける。

◎副菜　キャベツのみそ汁
32㌔㌍　塩分1.4㌘
材　料　�キャベツ…20㌘、シイタケ…20㌘、ダイコン…20㌘、ワカメ（乾）

　2㌘、だし汁…120㍉㍑、みそ…大さじ1/2
作り方　�①キャベツはざく切り、しいたけは細切り、ダイコンは薄めのいちょ

う切りにしてだし汁で軟らかく煮る。②火を止めてみそを溶き入れ、
ワカメを加える。

◎もう一品　イチゴ・キウイ
45㌔㌍　塩分0㌘ 

材　料　�イチゴ…40㌘、キウイ…1/2個

◎主食　ご飯　（100㌘）
222㌔㌍　塩分1.2㌘

◎主菜　鶏のから揚げの甘酢かけ
 163㌔㌍  塩分1.0㌘
材　料　�鶏もも肉（皮なし）…80㌘、●おろしニンニク･･･小さじ1/2、●

おろしショウガ…小さじ1/2、●しょうゆ…小さじ1/4、小麦粉
…大さじ1/2、ピーマン…1/4個、赤ピーマン…1/4個、揚げ油
…適量、甘酢（しょうゆ…小さじ1、砂糖…小さじ1、酢…小さじ1）

作り方　�①�鶏肉は食べやすい大きさに切り●の３種類を絡めて30分置く。
ピーマン、赤ピーマンは乱切りにする。②油を170度に熱し、ピー
マンをさっと揚げる。肉に小麦粉をまぶして揚げる。③ボウル
に甘酢を作っておき、揚げた具を絡める。

◎副菜　キャベツのサラダ
43㌔㌍　塩分0.5㌘
材　料　�キャベツ…40㌘、トマト…50㌘、◎ニンジン…10㌘、◎タマネ

ギ…1㌘、◎オリーブ油…小さじ1/2、◎酢…小さじ1/2、◎しょ
うゆ…小さじ1/2

～佐々木隊員からの手紙～
※「Oli otya」は、ルソガ語で　「元気ですか」の意味です。

O
オリ

li o
オティヤ

tya M ミマタIMATA
青年海外協力隊 in ウガンダ共和国 

【第６回】

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

←主食

←副菜

←主菜

←牛乳・乳製品
　果物

グリーン・ローレン

2016年子どもの読書週間ポスター

広報みまた 2016.415 14PublicRelations



お知らせ Mimata Information

※�窓口に来る人の印かん（認め印可）、
本人確認ができるもの（運転免許証）
などが必要です。
■手数料＝この期間に限り、縦覧・閲

覧の手数料は掛かりません。
※�証明書などが必要な場合は手数料が
必要です。
４月上旬には固定資産税の納税通知

書などを送付します。その中の課税明細
と縦覧で閲覧できる内容は同じもので
す。また、課税明細について不明な点が
ありましたら、お問い合わせください。

この機会に、固定資産課税台帳を縦覧
（閲覧）して、課税内容をご確認のうえ、固
定資産税に対するご理解をお願いします。
■問い合わせ＝
　税務財政課 資産税係
　☎52－9636

独立行政法人自動車事故対策機構で
は、自動車事故の被害者援護のために
次の業務を行っています。
①交通遺児等貸し付け

　自動車事故で死亡または重度の後
遺症が残った人の子どもに対する育
成資金の無利子貸し付けです。
■貸付金額＝

・一時金……………15万5,000円
・毎月…………………………２万円
■貸付期間＝貸付決定の月から中学

校卒業の月まで
②介護料の支給

　自動車事故で脳、脊髄などを損傷
して重度の後遺障害が残り、常時ま
たは随時介護が必要な状態で一定の
要件に該当する人に支給します。金
額など詳しく内容を知りたい人はお
問い合わせください。

③ＮＡＳＶＡ交通事故被害者ホットライン
　交通事故被害の電話相談を受け付
けています。法律や過失割合などで
お悩みの人は、ぜひご利用ください。

　☎0570－000738
■問い合わせ＝

　独立行政法人自動車事故対策機構
　宮崎支所
　☎0985－53－5385

ジュニアリーダークラブでは、一緒
に活動する子どもを募集しています。
地域の子ども会でゲームやレクリエー
ションの指導をしたり、地域の行事で
太鼓演奏を行ったりしています。いろ
いろな活動を通して自立心を高め、責
任感と指導力を身に付けることができ
ます。ぜひ、ご参加ください。
■目的＝地域の子どもたちの指導者
（リーダー）としての学習を行い、自
分自身の精神力の向上を図ります。
子どもたちの良きお兄さん・お姉さ
んの役目を果たします。
■対象＝町内に住んでいる小学５年

生から高校生の男女。また、保護者
の同意が必要です。
■活動日時＝主に毎週木曜日と土曜

日の午後７時～８時。その他、ボラ
ンティア、レクレーションやイベン
ト参加などを行います。
■申し込み・問い合わせ＝
　教育課 生涯学習係
　☎52－9311

昨年９～ 10月に実施した「平成27年
国勢調査」の人口速報が公表されまし
た。10月１日現在の本町の人口は、２万
5,410人で、前回（平成22年）の国勢調
査に比べ610人（2.5％）の増加となり
ました。世帯数も、前回の国勢調査に
比べ464世帯（4.9％）増加の9，967世帯
で、一世帯当たりの平均世帯員数は2.5
人となりました。

県内で前回と比べて人口が増加した
市町村は宮崎市、三股町、綾町、木城町
の４市町でした。県の結果は次のとお
りです。

【平成27年国勢調査　速報値】

※�調査結果（速報）は、県の公式サイト
に掲載されています。また、総務省の
ホームページには全国の結果が掲載
されていますのでご確認ください。
　�ht tp ://www.s ta t .go . jp/da ta/
kokusei/2015/index.htm
国勢調査の結果は「福祉施策」や「災

害対策」など、国や地方公共団体の行政
事務に活用されているほか、民間企業
や大学などの研究機関でも広く活用さ
れ、私たちの普段の生活に役立てられ
ています。
■問い合わせ＝
　企画政策課 地域政策係
　☎52－1114

〔 寄付者一覧〕
　平成28年2月1日から2月29日まで
　社会福祉法人 三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付
手あそび倶楽部（代表）岩﨑壽

ひさ

子
こ

…………11,788円

●椎八重公園　つつじまつり
■開催期間＝４月９日（土）～４月下

旬（予定）
◎つつじセレモニー 2016
■日時＝４月９日(土)午前11時～

セレモニー終了後、先着200人にツツ
ジの苗木をプレゼントします。整理
券配布は午前10時30分の予定です。

◎シャクナゲの苗木プレゼント
■日時＝４月16日(土)午前11時～

先着200人にシャクナゲの苗木をプ
レゼントします。整理券配布は午前
10時30分の予定です。

●早馬公園　早馬まつり
■開催日時＝４月29日（金・祝）、午

前９時～午後３時（予定）
■会場＝早馬公園・早馬神社境内周辺
■内容＝郷土芸能（ジャンカン馬踊り、

太郎踊りなど）、ステージ（文化協
会・ミマタレンジャ－、三股中学校
吹奏楽部）などを予定しています。
※�別会場で柔道大会（武道体育館）、弓
道大会（弓道場）、四半的大会（四半
的弓道場）などの開催も予定してい
ます。
※�各祭りの日程などは変更になる場合
があります。

●しゃくなげの森 しゃくなげ花まつり
■開催期間＝～５月８日（日）
■会場＝しゃくなげの森（長田5268番

地）
【春まつりの問い合わせ先】
　町観光協会事務局（産業振興課内）
　☎52－9084
●「くいまーる」で春まつりに行こう！

普段は平日の月・水・金曜日に運行し
ている生活支援便を、春まつり期間中
は、土日・祝日も運行します。
■運行期間＝４月９日（土）～ 29日
（金・祝）の土日・祝日運行
■コース＝長田・梶山コース
■運賃＝１乗車100円
■問い合わせ＝
　町コミュニティバス事務所
　☎52－0000

● ｢感動の旅沖永良部島へ！｣
　小学生の国内派遣団員を募集します。
■派遣先＝鹿児島県沖永良部島
■派遣期間＝８月３日（水）～８日（月）
※日程は変更になる場合があります。
■内容＝文化学習、体験学習、自然体

験、視察、交流など
■募集資格＝町内各小学校の６年生
■募集人員＝30人（抽選により決定）
■参加費＝１人あたり３万4,000円程度
■募集要項＝４月初旬に学校を通じ

て申込書と一緒に配布します。
■申込期限＝４月28日（木）まで
■申込先＝各小学校へ申込書を提出

してください。
■ 問い合わせ＝
　教育課 生涯学習係
　☎52－9311
● ｢�大自然と感動いっぱいの
　オーストラリアへ！｣
　中学生の海外派遣団員を募集します。
■派遣先＝オーストラリア　クイン

ズランド州ブリスベン
■派遣期間＝７月30日（土）～８月８日（月）
※日程は変更になる場合があります。
■内容＝ホームステイ、現地学校での英

語研修、交流活動や事後報告会など
■募集資格＝町内在住の中学生
■募集人員＝６人程度（作文、面接な

どによる選考のうえ決定）
■参加費＝１人あたり14万円程度（パス

ポート発行手数料、ビザ申請手数料、
疾病または事故の治療費や入院費、そ
のほか個人的経費は個人負担です）
■申込期限＝４月５日（火）～ 28日
（木）まで
■申し込み・問い合わせ
　教育課 学校教育係
　☎52 －9314

自動車税は、４月１日現在で宮崎運
輸支局に登録されている自動車の所有

者または使用者に課税されます。自動
車をお持ちの人（法人を含む）は、５月
31日（火）までに自動車税を納めてくだ
さい。納付は、金融機関、県税・総務事
務所、コンビニエンスストアのほか、パ
ソコンや携帯電話などのインターネッ
ト環境があればクレジットカードを利
用して納めることもできます。（詳しく
は納税通知書をご覧ください）

５月中旬までに納税通知書が届かな
い場合は、お近くの県税・総務事務所ま
でご連絡ください。

障害がある人のために使用する自動
車は、一定の要件に該当する場合、納期
限までに申請すれば、自動車税が減免
される場合がありますので、早めにご
連絡ください。

【自動車税・軽自動車税の納期内納付推
進キャンペーン】
■日時＝５月14日（土）※時間未定（午

後開催予定）
■場所＝イオンモール都城駅前
■内容＝みやざき犬・ぼんちくんによ

るステージイベント、チラシ・花の
種・ポケットティッシュの配布
■問い合わせ＝
　都城県税・総務事務所
　☎23－4516

平成28年度の「固定資産課税台帳」
「土地・家屋価格縦覧帳簿」を関係者は
次のとおり縦覧（閲覧）できます。
■期間＝５月２日（月）まで（土・日・

祝日を除く）
■時間＝午前８時30分～午後５時（た

だし、午後0時15分～１時を除く）
■場所＝税務財政課　資産税係（1階

　⑤番窓口）
■縦覧（閲覧）できる人＝

・固定資産の所有者本人
・�固定資産の所有者の同意を得た人
（委任状をお持ちください）

・�固定資産の納税管理人や相続人代
表者（いずれも届け出をしている人）

国内海外派遣団員を
募集します

三股町春まつりを
開催します

固定資産課税台帳な
どの縦覧・閲覧が
できます

５月は自動車税を
納める月です

自動車事故被害者
援護制度を
ご利用ください

平成27年国勢調査の
人口速報が
公表されました

堀内ヒデ子 夫 一
かず

哉
や

68 小鷺巣 3万円
石坂ミサ子 夫 芳

よし

昭
あき

87 檪　田 3万円
指宿 義

よし

正
まさ

妻 マサ 75 下　新 3万円
𠮷行 エル 夫 次

つぎ

春
はる

95 下　新 3万円
茨
いばら

木
き

健
つよし

母 芳子 98 梶　山 5万円
中村ノリ子 夫 松

まつ

市
いち

87 餅　原 2万円
内村エミ子 夫 安

やす

行
ゆき

70 山王原 5万円
川
かわ

添
そえ

純
すみ

安
やす

子 海
かい

田
だ

真由美 56 上　新 3万円
大村 隆志 父 操

みさお

75 上　米 2万円
初森登

と

美
み

子
こ

夫 春夫 86 餅　原 3万円

愛のご寄付

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

人　　口 世 帯 数

宮
崎
県

110万4,377人
平成22年比
－3万856人
（－2.7％）

46万2,620世帯
平成22年比
＋2,115世帯
（＋0.5％）

三
股
町

2万5,410人
平成22年比

＋610人
（＋2.5％）

9,967世帯
平成22年比
＋464世帯

（＋4.9％）

ジュニアリーダーを
募集します
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん相談・健診
■期日＝５月12日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝
・健診＝平成27年４月、10月、平成28年２月生まれの乳児
・相談＝平成27年６月、８月、12月生まれの乳児
■必要なもの＝母子健康手帳、タオル３枚
※�子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。おっぱい
相談や栄養相談も実施しますので、ぜひご利用ください。

●予防接種を受けましょう
次の対象に当てはまる人は指定医療機関で早めに接種し

ましょう。
◎麻しん・風しん混合ワクチン(ＭＲ)

■対象者＝
　①１期＝満1歳の幼児
　②２期＝平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれ
■接種料金＝期限までに接種すれば無料
※�接種期限を過ぎると全額自己負担（1万円程度）になり
ます。
■接種期限＝１期は２歳の誕生日前々日まで
　　　　　　２期は平成29年３月31日まで
■必要なもの＝母子健康手帳
※�麻しん・風しん両方にかかった人は接種する必要はあり
ません。

◎ジフテリア・破傷風混合ワクチン（ＤＴ）
■対象者＝２期＝11歳以上13歳未満
※小学校を卒業するまでには受けておきましょう。

■接種料金＝期限までに接種すれば無料
■接種期限＝13歳の誕生日の前々日まで
■必要なもの＝母子健康手帳

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101

●子育て支援センターに遊びにきませんか？
子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」

の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です。※原則、保護者同伴です

月・火・木・金の午前９時～正午までは支援センターを
開放しています。また開放日にあわせて、毎月楽しい行事
や教室を行っています。

子どもと遊べる場所を探している、お友達を作りたいお
母さんたちは、ぜひ親子で遊びに来てください。
●友達つくろう！一緒にあそぼう！

子育てサークル「いもん子クラブ」と触れ合いましょう。

■期日＝４月21日（木）　
■時間＝午前10時～ 11時

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ 
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688 

当センターは、ご近所で助け合う子育てを組織化したも
のです。 

”依頼者は信頼・安心して預け、 
 提供者は大切にかわいがって預かってくれる” 
そんな、お互いにとって優しさや喜びが響き合うことを

大切にしながら活動を行っています。 

 困ったときにすぐ利用できるよう、まずは、会員登録を
しましょう。登録は無料です。 

また、『まかせて（提供）会員』（子育ての援助をしたい人）
を募集しています。子育て中の人でも、 自分の子どもと一
緒に遊ばせながら、短時間の援助をすることができます。
なお、子どもが学校、幼稚園などに通っている短時間だけ
でも援助活動を行うことができます。 
※『まかせて（提供）会員』を随時募集しています。詳しく
はお問い合わせください。時間外は留守番電話で対応して
います。お名前・電話番号をメッセージに残してください。
こちらから、かけ直します。
●ファミリーサポートセンターの利用料助成を始めます。

４月１日から、子ども1人１時間あたり200円の利用料助
成を始めます。助成後の利用料金は次のとおりです。

※�子どもを２人以上預ける場合は、これまでどおり2人目
から半額ですが、利用料の助成は１人目だけとなります。
※�１時間以上の利用で延長をした場合は、30分以内であれ
ば半額、30分以上は１時間の金額とします。助成額も同様
に、30分までは100円、30分以上は200円を助成します。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●リズムウォーキング教室
■期日＝４月18日（月）
■時間＝午前10時から11時まで

※�ストレッチや「歩く」動作を中心とした教室です。町民
なら誰でも参加できます。運動ができる服装で室内履き
を持って、気軽にお越しください。

●エクササイズクラブ
健康管理センターでは、ホールの使用可能な日に運動器

具の開放をおこなっています。19歳以上の町民なら誰でも
登録可能です。ただし、年度ごとに更新が必要です。昨年度
から継続して利用している人も、再登録をしてください。
※�事故の危険性がありますので、日中・夜間ともに子ども
連れでの利用はできません。

●いきいき元気塾（料理教室・体操教室）
成人の皆さんを対象に、健康管理センターや各地区分館・

集落館などで、健康づくりのための料理教室・体操教室を
随時開催しています。食生活向上員や健康づくり推進員が
サポートしている教室です。

詳しい日程は、町公式サイトや回覧をご覧になるか、健
康管理センターまでお問い合わせください。

福祉課からのお知らせ
●社会福祉係　☎52－9061

●発達障害を知ってください
４月２～８日は「発達障害啓発週間」、４月２日は「世界

自閉症啓発デー」です。発達障害とは、脳の機能の問題に
より社会生活に適応することが困難な状態をいいます。そ
の症状はおおむね18歳以前の低年齢の発達期に現れ、生涯
にわたり影響を及ぼします。
⃝こんな特徴があります

・遠回しな表現やあいまいな表現が理解できない。
・自分の気持ちをうまく言葉で表現できない。
・物の配置や決まりごとなどへのこだわりが強い。
・その場に合った声の大きさが調整できない。

⃝こんな配慮があると助かります
・�「早く！」「まだ？」などと急がせず、じっくり話を聴

くとうまく伝えられます。
・�ジェスチャーや絵などをうまく組み合わせてコミュニ

ケーションをとってください。
・�話すときは、あいまいな表現は避けて簡潔に分かりや

すく伝えてください。
・�急な変更や変化に対応することが難しいので、事前に

スケジュールなどを教えておくとうまくいきます。
・�強いこだわりや独特の癖がある行動を怒鳴ったり大声

で注意したりせず、繰り返し具体的に伝えると理解で
きます。また、本人が好きなことに集中できる時間や
場所などを確保することも大切です。

⃝誰もが安心して暮らせる社会へ
発達障害は、決して本人の努力不足や怠け、そして親の

しつけの悪さが原因の障害ではありません。発達障害が先
天的な脳の機能の障害であることを理解し、適切な環境づ

くりに努め、長い目で見守っていくことが大切です。

地域包括支援センターからのお知らせ
●三股町地域包括支援センター　☎52－8634

●「足もと元気教室」に参加しませんか？
足もと元気教室は、介護予防事業として高齢期（おおむね

65歳以上）を迎えた人たちが、これからも今の状態を維持で
き、介護を受ける状態にならないように町内14カ所で実施
しています。

専門の運動指導者が筋力を低下させないための体操を指
導しています。また、教室に参加し、参加者同士で話をする
ことや交流を図ることも介護予防になります。

足もと元気教室を実施するうえで欠かせないのが、「足
もと元気教室リーダー」の存在です。14カ所の地区全てに
リーダーはいます。リーダーが中心になり、会場の準備を
したり、新規参加者を募ったり、教室を盛り上げるための
さまざまな努力をしています。教室への参加は途中からで
も、誰でもできます。参加したい人は下記の日程を確認し、
当日会場へお越し下さい。
●足もと元気教室

■日程＝４月４日～５月13日まで

■準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

地区名 時　間 場　所 期　日

第1地区 午前9時30分～ 11時 第 1 地 区 分 館 4月15日（金）
5月 6日（金）

第2地区 午後1時30分～ 3時 第２地区　　　　　
交 流 プ ラ ザ

4月 7日（木）
5月12日（木）

第3地区 午後1時30分～ 3時 第 3 地 区 分 館 4月14日（木）

第4地区 午前9時30分～ 11時 第 4 地 区 分 館 4月20日（水）

第5地区 午後1時30分～ 3時 轟 木 集 落 館 4月21日（木）

蓼　池 午前9時30分～ 11時 蓼 池 児 童 館 4月21日（木）
5月12日（木）

餅　原 午前9時30分～ 11時 餅 原 研 修 館 4月18日（月）

三　原 午後1時30分～ 3時 三原地区　　　　　
コミュニティセンター 4月20日（水）

下　新 午前9時30分～ 11時 第 7 地 区 分 館 4月 8日（金）
5月13日（金）

今　市 午前9時30分～ 11時
沖水原団地集会所 4月 4日（月）

今 市 児 童 館 5月 2日（月）

中　原 午前9時30分～ 11時 中原地区　　　　　
コミュニティセンター

4月27日（水）
5月11日（水）

花見原 午前9時30分～ 11時 花見原　　　　　
コミュニティセンター

4月 6日（水）
5月10日（水）

第8地区 午前9時30分～ 11時 第 8 地 区 分 館 4月22日（金）

第9地区 午後1時30分～ 3時 第 9 地 区 分 館 4月27日（水）
5月11日（水）

・子育てを手助けしてほしい人→おねがい（依頼）会員 
・子育ての援助をしたい人→まかせて（提供）会員

利用時間 １時間あたりの利用料

月～金(祝日を除く)
午前７時～午後７時

基準額 …………６００円
【助成後】 ………４００円

早朝・夜間および土・日・祝日 基準額 …………８００円
【助成後】………６００円
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
４月15日（金）～５月17日（火）

みまたくらしのカレンダー

◎ 今月の表紙

『笑顔咲く、春』
５月２日（月）は納期限です
納期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第1期）

口座振替日は４月25日(月)です。また、再振替日は５月10日
（火）に行います。振替日の前日までに預貯金口座の残高確認
をお願いします。口座の解約などで振替ができなかった場合は、

「口座振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記載されて
いる納付場所で早めに納めてください。
■問い合わせ＝納税管理係 ☎52-9635

『催告』を確認したら担当係に
連絡をください

町役場からの「通知」「電話」「訪問」などによる『催告（納付を請
求すること）』を確認したら、必ず担当課・係に連絡をしてください。
連絡がなかった場合は「納付する意思がない」とみなし、財産差し
押さえなどの滞納処分を行うことがありますので、ご注意ください。
■問い合わせ＝特別収納対策係 ☎52-9634

軽自動車税の減免申請を受け付けます
４月１日現在、軽自動車を所有している人で、身体障害者など

の減免を希望する人は、次の要領で申請してください。
※�平成28年度から減免申請書にマイナンバー（個人番号・法人
番号）の記載が必要です。

■�受付期間＝５月31日（火）まで。ただし、土日・祝日は除きます。
期日を過ぎると受け付けできません。

■�持ってくるもの＝個人番号確認書類、障害などを証明するも
の（身体障害者手帳、戦傷病者手帳など）、運転免許証、車検
証、印かんなど（家族が運転する場合、各種証明書類が必要
となる場合があります。）

■�申請できる人＝障害の内容や等級で異なります。詳しくはお
問い合わせください。

■�注意事項＝減免申請は、軽自動車または普通自動車のどちら
か１台に限られます。受け付けた減免申請は、納期限（５月31
日）後に取り消しすることはできません。ご了承ください。

■問い合わせ＝住民税係 ☎52-9638

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第３位／平成28年１月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位
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Ａ
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（
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り
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事
故
現
場
に
戻
っ
た
と
き
に
は
、
事
故
か

ら
20
分
ほ
ど
経
ち
、
近
く
の
人
が
救
急
車
と

警
察
を
呼
ん
で
く
れ
て
い
た
よ
う
で
、
す
で

に
パ
ト
カ
ー
が
到
着
し
て
い
ま
し
た
。被
害

者
の
方
が
道
路
の
隅
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の

が
見
え
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
場
で
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
数
日
後
、被
害
者
の
方
が
亡

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
警
察
官
か
ら
聞
き
、

目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。私
は
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。そ
の
後
の
数
日
は
現
実
味
が
無
く
、

自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。せ
め
て
、あ
の

と
き
す
ぐ
に
被
害
者
の
方
を
救
護
し
て
い
れ

ば
、
被
害
者
の
方
は
助
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
今
で
も
と
て
も
悔
や
ま
れ
ま
す
。

私
は
裁
判
で
懲
役
３
年
の
判
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を
受
け
ま

し
た
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か
し
、被
害
者
の
方
か
ら
す
れ
ば
自

分
の
命
が
た
っ
た
３
年
と
い
う
こ
と
に
納
得

で
き
な
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
現
在
、
市
原
刑
務
所
に
服
役
し
て
い

ま
す
。今
回
の
事
件
の
原
因
は
、私
の
運
転
に

対
す
る
安
易
な
考
え
、
自
分
の
行
動
に
よ
る

周
り
へ
の
影
響
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考
え
ら
れ
な
か
っ
た
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責

任
さ
、
そ
し
て
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
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弱
さ
だ
と
思
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ま
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こ
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年
間
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一
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に
自
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意
し
ま
し
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。そ
し
て
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私
の
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持
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害
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わ
る
よ
う
に
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替
え
生
き
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え
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す
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償
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支
払
い
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終
わ

り
、刑
期
も
３
年
で
終
わ
り
ま
す
が
、謝
罪
と

償
い
は
社
会
に
戻
っ
て
か
ら
が
本
番
だ
と
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ル
ー
ル
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ー
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便
利
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道
具
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が
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凶
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。

こ
の
手
記
を
読
ま
れ
た
皆
さ
ま
、
ど
う
か

「
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
い
う
こ
と
は
、人

の
命
を
握
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。（
完
）

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

3 火

◎教山内科医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎豊栄クリニック（内） ☎39-2525（下長飯町）

◎吉松病院（外・整） ☎25-1500（蔵原町）

◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）

◎西元眼科医院（眼） ☎25-8888（中原町）

◦可燃物 ◦図書館休館日

4 水

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎伊達クリニック（内・循） ☎36-7088（牟田町）

◎みしま内科クリニック（内・循） ☎51-8100（三股町）

◎都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳外） ☎80-4313（下川東）

◎倉内整形外科病院（整） ☎22-1252（上　町）

◎中山産婦人科医院（産・婦）☎23-8815（前田町）

◦図書館休館日

5 水

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎藤元総合病院（内） ☎22-1717（早鈴町）

◎いづみ内科医院（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎どいクリニック（外・胃・内） ☎22-1825（上東町）

◎たき心療内科クリニック（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦図書館休館日
6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎畠中小児科医院（小） ☎52-6000（三股町）

◎柏村内科（内） ☎22-2616（上　町）

◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）

◎福島外科胃腸科医院（外・胃） ☎38-1633（都北町）

◎小牧病院（整） ☎24-1212（立野町）

◎西浦医院（耳鼻） ☎22-0715（松元町）

9 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物
11 水

12 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
13 金 ◦可燃物
14 土

15 日

◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）

◎有川呼吸器内科医院（呼吸・内） ☎24-6677（上川東）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎たかお浜田医院（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）

◎池之上整形外科（整・リハ・リウ） ☎23-2311（上川東）

◎吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

16 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
17 火 ◦可燃物

15 金 ◦可燃物
16 土

17 日

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎三嶋内科（内） ☎24-7171（鷹　尾）

◎宇宿医院（内・胃・消） ☎25-9031（栄　町）

◎もりやま脳神経外科（脳外） ☎21-6888（久保原町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎22-1171（北原町）

◎宮田眼科病院（眼） ☎22-1441（蔵原町）

18 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
19 火 ◦可燃物
20 水 ◦図書館休館日
21 木 ◦缶・瓶
22 金 ◦可燃物
23 土

24 日

◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）

◎宮永病院（内・胃・外） ☎22-2015（松元町）

◎園田光正内科医院（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎永吉眼科医院（眼） ☎22-1530（姫城町）

25 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
26 火 ◦可燃物
27 水

28 木 ◦不燃物

29 金

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎横山病院（泌） ☎22-2806（都島町）

◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
30 土

1 日

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎田口循環器科・内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎メディカルシティ東部病院（外・整） ☎22-2240（立野町）

◎石井皮膚科医院（皮） ☎23-4588（蔵原町）

◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

2 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日

◎４月の予定

サクラ満開の上米公園

500本のソメイヨシノが咲き誇るサ
クラの名所「上米公園」。休日にはたく
さんの観光客や花見客でにぎわいま
す。この日（４月２日）も、家族や友人
とお弁当などを広げて談笑する光景や
子どもたちが元気に駆け回る姿が見ら
れました。思い思いに春を満喫してい
るその笑顔は、満開のサクラにも劣ら
ず輝いていました。

（
全
２
回
）

◎５月の予定
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 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

◦男／11,793人◦女／13,616人◦計／25,409人（前月比－111人）
◦世帯数／9,981戸（－156戸）◦出生／25人◦死亡／29人
◦転入／101人◦転出／78人

三股町の人口 平成28年３月１日現在

発行・編集／三股町  企画政策課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111（代表） FAX0986-52-4944
町公式URL ………  http://www.town.mimata.miyazaki.jp/
町FacebookURL…https://www.facebook.com/mimatatown

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

◎町　章／�町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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の
撮
影
も
根
気
が
必
要
で
し

た
。
花
は
満
開
で
す
が
天
気
の

悪
い
日
が
続
き
、
あ
ち
こ
ち
に

足
を
運
ん
で
は
空
を
見
上
げ
ま

す
。
諦
め
か
け
た
と
き
に
顔
を

出
し
た
青
空
！　

慌
て
て
写
真

を
撮
ら
せ
て
も
ら
い
お
礼
を
告

げ
る
と
、
ま
た
曇
り
空
に･･･

。

「
一
期
一
会
」
と
い
う
言
葉
を

あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
出
会
え
た
瞬
間
は

二
度
と
戻
ら
な
い
時
間
で
す
。

そ
の
大
切
さ
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
今
後
も
丁
寧
な
取
材
を
心

掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、ま
た
が
ん
そ
！〈
り
〉

※�

ま
た
が
ん
そ･･･

諸
県
弁
で

「
ま
た
ね
」
と
い
う
意
味
。

黒　

木　

文　

子

「
幸
せ
と
思
へ
ば
今
は
幸
せ
よ
」
問
ひ
た
れ
ば
義は

母は

は
笑
み
答
え
た
り

八
年
の
時と

間き

が
巡
り
て
い
た
だ
い
た
長
男
家
族
に
二
人
め
誕
生

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
姑
の
在
り
し
日
に
、
私
が「
お
母
さ
ん
、
幸
せ
？
」
と
聞
い
た
と
き
、

姑
が
笑
っ
て
答
え
た
言
葉
で
す
。そ
の
頃
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
た
私
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。何
で
も
思
い
一
つ
な
の

で
す
ね
。

８
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
た
孫
に
家
族
み
ん
な
が
ほ
ほ
笑
み
か
け
る
。こ
う

い
う
の
が
幸
せ
な
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

206

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
84

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
花
と
笑
顔
に
囲
ま
れ
て

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

苦
労
が
吹
き
飛
ぶ
ほ
ど
の
喜
び

 ﹁
花
の
香
り
に
包
ま
れ
て
い
る
と
、
爽

快
な
気
持
ち
に
な
れ
る
ん
で
す

よ
」。ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
話
す
新
城
さ
ん
の

畑
に
は
、
春
は
菜
の
花
、
秋
に
は
コ
ス
モ
ス

が
咲
き
誇
る
。退
職
後
は
花
に
囲
ま
れ
た
生

活
を
送
ろ
う
と
決
め
て
い
た
新
城
さ
ん
。近

隣
住
民
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
自

宅
だ
け
で
な
く
自
宅
裏
の
畑
に
も
植
栽
を

始
め
た
。し
か
し
、は
じ
め
は
知
識
も
乏
し

く
、台
風
や
大
雨
な
ど
の
被
害
も
受
け
、思

う
よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
。炎
天
下
の
草

取
り
も
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
大
変
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
畑
一
面
に
満
開
の
花
が
広
が

る
光
景
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
苦
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。そ
し
て
10
年
経
っ
た
今
で
は
、

近
所
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
園
児
や
施

設
入
所
者
な
ど
が
訪
れ
て
は
遊
歩
道
を
歩

き
な
が
ら
満
面
の
笑
み
を
見
せ
る
。「
花
の

香
り
と
み
ん
な
の
笑
顔
が
元
気
を
く
れ
ま

す
。若
い
こ
ろ
よ
り
健
康
か
も
し
れ
な
い
で

す
」。花
の
成
長
と
笑
顔
に
出
会
う
毎
日
が
、

新
城
さ
ん
の
心
の
栄
養
と
な
っ
て
い
る
。

NAOKIさん（左）とYOCCHANさん（右）

体
に
や
さ
し
い
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン

し
も
農
園
の『
ご

ま
の
葉
茶
』
を
紹

介
し
ま
す
。安
心
・

安
全
の
み
ま
た
ん○

ご
ま
か
ら
新
商
品

が
で
き
ま
し
た
。ご

ま
の
茎
や
葉
を
使

用
し
た
焙
煎
茶
で
、
お
湯
で
も
冷
水
で
も
、

手
軽
に
抽
出
で
き
ま
す
。ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン

の
た
め
、
お
子
さ
ん
で
も
安
心
し
て
飲
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。健
康
な
体
づ
く
り
や
楽
し

い
ひ
と
と
き
に
、
ご
ま
の
実
と
は
一
味
違
っ

た
お
茶
を
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

【
ご
ま
の
葉
茶
】
３
ｇ
10
包
入
り
・
５
５
０

円
／
製
造
者
・
し
も
農
園

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
市

大
人
ス
イ
ー
ツ

十
字
屋
の『
セ

サ
ミ
リ
ー
フ
ケ

ー
キ
』
を
紹
介
し

ま
す
。み
ま
た
ん○

ご
ま
と
、
そ
の
茎

葉
か
ら
風
味
豊

か
な
ケ
ー
キ
が

で
き
ま
し
た
。県
産
米
粉
を
使
っ
た
ス
ポ
ン

ジ
の
ふ
わ
ふ
わ
感
と
ご
ま
の
茎
葉
の
ほ
の
か

な
苦
み
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
。店
主
こ
だ
わ
り

の
６
層
か
ら
な
る
ケ
ー
キ
は
見
た
目
に
も
楽

し
く
、
大
人
の
贅ぜ

い

沢た
く

な
時
間
に
ぴ
っ
た
り
の

ス
イ
ー
ツ
で
す
。

【
セ
サ
ミ
リ
ー
フ
ケ
ー
キ
】
１
個
・
３
２
４

円
／
冷
凍
販
売
／
製
造
者
・
十
字
屋

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

https://facebook.com/mimata.yokamonya

原　

田　

惠
津
子

★

★

い
ー
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
い
ー
ぱ
い
遊
ん
で
、
大

き
く
な
ぁ
れ
ー
♥

は
じ
め
兄
ち
ゃ
ん
の
あ
と
を
つ
い
て
回
る
こ
と

は
あ
ん
ま
り
な
い
け
ど
、
プ
ラ
レ
ー
ル
の
線
路

は
一
緒
に
作
ろ
う
ね

永な
が

野の

成な
り

一い
ち

く
ん
（
２
歳
）

先さ
き

本も
と

雫し
ず
く

く
ん
（
３
歳
）

◎
平
成
25
年
７
月
31
日
生
ま
れ

◎
永
野
智
己
さ
ん
・
美
穂
子
さ
ん
の
長
男

◎
平
成
24
年
７
月
30
日
生
ま
れ

◎
先
本
耕
司
さ
ん
・
睦
世
さ
ん
の
次
男

第
42
回

■問い合わせ　企画政策課  地域政策係　☎52-1114（直通）
■
期
日
＝
４
月
24
日（
日
）　

■
時
間
＝
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

右：長男  一くん
左：次男  雫くん

東
原
在
住 

新し
ん

城じ
ょ
う

孝こ
う

一い
ち

さ
ん（
67
）

春本番じゃな！
みんな連れだって
花見へ行こう♪
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